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は じ め に 

 

調査団長 八 田 盛 茂 

 

国は、農林水産物・食品の輸出額を 2020年までに1兆円とすることを目標に、

国別・品目別輸出戦略の中で、EU を重点国・地域のひとつに掲げ、米や日本酒、

牛肉、水産物等を重点品目として輸出促進の取り組みを進めているが、道にお

いても 2018 年度を目標に、道産食品輸出額を 1000 億円の達成に向けた重点的

な取り組みを進めることとしている。 

こうした中で、本年 5 月から 10 月にかけて開催されている「ミラノ国際博覧

会」において、国は、自然との共生や日本食、日本文化が持つ知恵や技術など

を世界に紹介するため「日本館」を出店しており、道では、この日本館におい

て、北海道の良質で安全・安心な「食」をはじめ、アイヌ文化や自然などさま

ざまな魅力を世界に発信し、北海道ブランドの認知度向上等を図る「北海道の

日」を 10 月 6 日から 3 日間実施することとした。 

 また、少子高齢社会の到来に伴い人口減少問題が大きくクローズアップされ、

増田レポートによると何もしなければ道内 80%の市町村がなくなるという報告

もされているこのときに、限界集落対策に北海道がどう取り組んでいくべきな

のか課題が山積している。 

このようなことから道議会として、ミラノ国際博覧会後の EU 諸国への道産

食品の輸出や経済交流（観光等）の拡大に向けて、「北海道の日」の実施効果や

日本食品の消費動向等の調査、関係先との意見交換を行うとともに、あわせて、

先進的な取り組みをしているアグリツーリズモやイタリア発祥のスローシテ

ィ・スローフードの取り組み事例を今後の北海道が取り組んでいくうえでの参

考としたいと考えている。 

近年、イタリアなど EU 諸国においては、寿司や天ぷらを中心とした日本食

などへの関心がたかまっており、日本への観光客も増加傾向にある中、ミラノ

国際博覧会日本館における「北海道の日」の実施を契機に、開催国のイタリア

をモデルケースとして、EU 諸国に対する道産食品の輸出、さらにはアグリツー

リズモなどの取り組み状況を踏まえた観光客誘致の可能性調査を行い、輸出や

経済交流の推進に向けた施策に関する今後の道議会での議論に資するため、今

回の調査を実施することとした。 

こうしたことに対し当調査団は、事前勉強をおこない予備知識を十分持った

うえで調査に取り組むこととした。 
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調 査 の 目 的 

 

ミラノにおいては、EU 諸国との輸出/経済交流の拡大に向け、市場動向の調

査ができるミラノ国際博覧会と博覧会の開催を契機として日本への関心が高ま

り、日本食品の消費拡大の動きが見られるミラノ市内の食市場実態等および

JETRO など貿易関係者から意見聴取が重要と考え、また、イタリアでは、スロ

ーフード、スローシティやアグリツーリズモなどの取り組みを先駆的に行い、

地域振興に効果を上げているフィレンツェを中心としたトスカーナ州における

先進事例および行政関係者から意見を聞くことを目的にする。 

こうしたことから、事前勉強会を充分におこない予備知識を持って調査する

こととした。なお、事前勉強会をおこなった結果下記の課題について整理した。 

 

調査の概要 

 ■ミラノ市民の消費動向など 

  ○利用者（客層）の状況。 

○取り扱っている食品と産地 

  ○取扱量や売上げ 

○外国産食品の取扱量・割合 

○日本産食品の取扱量・割合 

○日本産食品の評価と動。 

○日本産食品の販売状況（陳列、広告） 

  ■イタリア経済の動向、食市場の動向など 

  ○イタリアの経済概況、農業、食品製造業等の状況 

  ○農水産物・食品の輸出入の状況 

  ○輸出入に当たって行政機関の関わり（輸出促進の 

   取組、輸入規制など） 

  ○日本との関係 

   ・消費者の動向・トレンド 

   ・小売業、外食産業の現状 

   ・日本産（道産）食品流通の現状 

   ・食や観光など経済交流の状況 

 ■日本産（道産）取扱現状など 

  ○会社の事業概要 

  ○日本産（道産）品の取扱品目・金額の推移 

  ○今後の見通し 
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 ■アルベルゴ・ディフーゾの取組状況など 

  ○取組の背景や経緯 

  ○アルベルゴ・ディフーゾの設定基準、条件 

  ○宿泊施設や建築物の規制緩和など行政的関わり 

  ○リフォーム等の支援策 

  ○観光客の動向や割合 

    ○地域経済（特に農業）への影響や波及効果 

  ○人口動向や地域住民の受止め（評価） 

 ■スローフードの取組状況など 

  ○店舗の状況 

  ○活動の背景や経緯 

  ○行政との関わり（支援）や行政に期待すること 

  ○来店者の動向や割合 

  ○地域経済（特に農業）への影響や波及効果 

  ○地域住民の受止め（評価） 

 ■チッタ・スロー(スローシティー)の取組状況など 

  ○取組の背景や経緯 

  ○チッタ・スロー協会の組織と活動状況 

  ○街並みや田園風景を守るため農業や建物への規制や支援策 

  ○アグリツーリズモやスローフードの取組状況や支援策 

  ○観光客の動向や割合（州内、国内、国外） 

  ○地域経済（特に農業）への影響や波及効果 

  ○人口動向や地域住民の受止め（評価） 

 

■□調 査 団 員□■ 

  氏   名 所 属 政 党 摘   要 

八 田 盛 茂 自民党・道民会議 調査団団長 

釣 部   勲 自民党・道民会議 調査団員 

本 間   勲 自民党・道民会議 調査団員 

大 谷   亨 自民党・道民会議 調査団員 

大 崎 誠 子 自民党・道民会議 調査団員 

田 中 芳 憲 自民党・道民会議 調査団員 

沖 田 清 志 民主党・道民連合 調査団員 

塚 本 敏 一 自民党・道民会議 調査団員 

（北海道議会農政委員会・食と観光対策特別委員会委員を中心に編成） 
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調 査 日 程 

 

 
 月 日 発 着 調  査  内  容 

1 
10 月 4 日 

(日) 

   

9:30 11:05 新千歳→羽田(NH54 便) 

14:05 18:50 羽田→フランクフルト空港(LH717 便) 

22:05 23:15 フランクフルト空港→ミラノマルペンサ空港 

00:00  着後、専用車でホテルへ 

  ＜ミラノ泊＞ 

2 
10 月 5 日 

(月) 

   

9:00  ◇日本食品の消費動向調査・視察 

   ・ミラノ市民の台所｢ワグネル市場」 

   ・EATALY、スーパーマーケット等 

15:00 16:00 ◇現地日本貿易関係者との意見交換 

   ・JETROイタリア事務所 

19:30 21:30 ◇北海道魅力発信レセプション(総領事公邸･団長のみ) 

  ＜ミラノ泊＞ 

3 
10 月 6 日 

(火) 

   

11:10 11:25 ◇ミラノ国際博覧会実施状況調査 

   ・[北海道の日]オープニングセレモニー 

   ・日本館、他国館展示観覧 

18:00 19:00 ◇北海道フェア・オープニングセレモニー 

  ＜ミラノ泊＞ 

4 
10 月 7 日 

(水) 

   

9:30 10:30 ◇日本食品の消費動向調査 

   ・食品輸入卸販会社と意見交換 

12:15 13:55 ミラノ→フィレンツェ(新幹線) 

  着後、専用車で移動 

15:30 17:00 ◇アグリツーリズモ・スローフード先進事例調査 

   ・アルベルゴ・デフィーゾ(限界集落再生の取組) 

  ＜フィレンツェ泊＞ 

5 
10 月 8 日 

(木) 

   

  専用車で移動 

10:00 13:30 ◇アグリツーリズモ・スローフード先進事例調査 

   ・ダリオ・チェッキーニ(銘柄牛・自家製肉加工品の製造販売) 

14:00 15:00  ・関連ワイナリー施設視察 

  ◇グレーヴェ・イン・キャンティ役場表敬訪問 

   ・スローシティの取組に係る意見交換 

17:10  フィレンツェ→ミラノ(新幹線) 

  着後、専用車でホテルへ    

                         ＜ミラノ泊＞ 

6 
10 月 9 日 

(金) 

   

7:30  専用車で空港へ 

10:25 11:45 ミラノリナーテ空港→フランクフルト空港(LH249 便) 

   

13:40  フランクフルト空港→成田空港(LH710 便) 

   

7 
10 月 10 日 

(土) 

   

 7:45 成田空港着 

10:00 11:45 成田空港発(NH2153 便)→新千歳空港 

  着後、解散 

   

＜航空会社:NH＝ANA 全日空 LH＝ルフトハンザ航空＞ 
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事 前 調 査 

9 月 18 日 

 

道議会において、イタリア国や今回訪問するミラノ市の概要について学ぶと

ともに、現状の経済状況などについても調べた。また、訪問調査するミラノ万

国博覧会のテーマである「食」について、日本食のイタリアでの可能性につい

て調査するため「市営ワグネル市場」や「大型スーパー」などの現状について、

また、「ペッチョリ村とアルベルゴ・ディフーゾ」、「ダリオ・チェッキーニ肉店

とスローフード」、「グレーヴェ・イン・キャンティ」が取り組んでいるスロー

シティのほか JETRO ミラノ事務所において､イタリアやミラノの経済状況につ

いても学び、事前に予備知識を持って視察調査に臨んだ。 
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事前調査参考資料 

ワグネル市場 

「ミラノ市民の台所」と言われる公設市場で、野菜や肉のほか、雑貨を扱っている。

市場の建物の外側は、野菜売り場となっており、内側は、肉・魚の店が入っている。 

 肉屋では、「すき焼き」という張紙があり、すき焼き用に切られた肉が売られている

光景が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（市場の建物） 

（魚 屋） （野菜・果物） （肉 屋） 

http://www.milanomia.com/via/piazzawagner/mercatocomunale/milanomia.com009.jpg
http://www.milanomia.com/via/piazzawagner/mercatocomunale/milanomia.com006.jpg
http://www.milanomia.com/via/piazzawagner/mercatocomunale/milanomia.com014.jpg
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事前調査参考資料 

 

独立行政法人日本貿易振興機構（略称：JETRO（ジェトロ）） 

国内外に持つネットワークを活用し、対日投資の促進や農林水産物・食品の輸出、

中堅・中小企業等の海外展開を支援している。 

また、各種調査・研究を通じ、我が国の企業活動や通商政策に貢献している。 

本  部：東京都港区赤坂（経済産業省所管の独立行政法人） 

設  置：2003 年（平成 15 年）10 月 1 日設立。 

役職員数：日本国内約 830 名、日本国外約 850 名。 

事  業：日本の貿易の振興、開発途上国・地域に関する研究。 

海外事務所・センター：54 か国 76 か所 

ロ・ミラノ事務所 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Via Santa Maria Segreta, 7/9 20123 Milano, 

ITALIA  TEL：39-02-7211791  

 

 

（ジェトロ・ミラノ事務所） 

 

 

 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E9%83%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E9%83%BD
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%B5%A4%E5%9D%82_(%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E9%83%BD%E6%B8%AF%E5%8C%BA)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%B5%8C%E6%B8%88%E7%94%A3%E6%A5%AD%E7%9C%81
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%8B%AC%E7%AB%8B%E8%A1%8C%E6%94%BF%E6%B3%95%E4%BA%BA
https://ja.wikipedia.org/wiki/2003%E5%B9%B4
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%B9%B3%E6%88%90
https://ja.wikipedia.org/wiki/10%E6%9C%881%E6%97%A5
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事前調査参考資料 

 

ボルゴ・メディエヴァーレ・デイ・ペッチョリ 

 

ペッチョリ (コムーネ) は、トスカーナ州ピサ県にある人口約４,８００人の村で、

アルベルゴ･ディフーゾ協会加盟の宿泊施設がある。 

アルベルゴ・ディフーゾは、宿の形態を指す正式な認証であり、トスカーナ州におけ

る協会加盟施設は７か所となっている。 

ボルゴ･メディエヴァーレ･ディ・ 

ペッチョリは、街の歴史地区に点在 

する１０の宿泊施設やトスカーナ料 

理を提供する３つのレストラン、観 

光案内所などの施設からなり、ワイ 

ナリー見学や有機チーズ農場見学な 

ど各種アクティビティーを提供している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜アルベルゴ・ディフーゾの始まり＞ 

1976年に北イタリアを襲ったフリウリ地震による震災復興である。スロベニアとの

国境に面したフリウリ＝ヴェネツィア・ジュリア州を襲ったこの地震は、77のコムー

ネ（イタリアの基礎自治体）に、死者939人、負傷者2,400人と大きな被害をもたらし

た。 

イタリア政府等は震災復興策として、壊れた家の再建や改修、補修等を実施したが、

親戚などを頼りコムーネを離れる住民もおり、多くの空き家が発生した。地震の被害

に加え、住民の減少、空き家の増加によって、コムーネの活力は失われ、経済的にも

疲弊し、更なる住民の流出、空き家の増加を招いた。 

当時、観光や地域活性化のコンサルタントであったジャンカルロ・ダッラーラ氏が、

この地を訪れ、この空き家をホテルの部屋として活用し、観光客を呼び込み、コムー

（宿泊施設の外観） （宿泊施設の室内） 

（街の歴史地区） 
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ネを活性化させようと考えたのが、アルベルゴ・ディフーゾの始まりである。 

その後、この新たな形態のホテルは、過疎に悩むイタリア各地の小さなコムーネに

拡がり、現在、上述のジャンカルロ・ダッラーラ氏が会長を務めるアルベルゴ・ディ

フーゾ協会公認のものだけでもイタリア国内で84カ所にもなる。 

さらに、この新たな形態のホテルはイタリア国内にとどまらず、スイス、クロアチ

アなど欧州各地にも広がりを見せている。 

 

＜アルベルゴ・ディフーゾの魅力＞ 

これらのアルベルゴ・デフーゾのある場所の多くは、非常に小さなコムーネで、これ

までホテルはおろか、簡易な宿泊施設さえなかったところもある。ホテルなどでは、

建設費など大きな初期投資に加え、運営の面でもコストがかかるため、ある程度の規

模の宿泊客が必要となる。 

しかしながら、アルベルゴ・ディフーゾの場合、宿泊部屋やレセプションは空き家

を、レストランはコムーネ内にある店を活用すればいいだけなので、空き家の修復費

等の最低限の投資で開業することができる。 

 一方で、観光客にとって、アルベルゴ・ディフーゾに宿泊することは、どのような

魅力があるのだろうか。それは、これまで宿泊施設がなく、観光客としては滞在する

ことが難しかった集落に、あたかもそこの住民として生活するかのように滞在できる

ことである。昔から地元にある商店での買い物、地元の人が集う、地元の食材を使っ

たレストランでの食事、それらを通じた地元住民とのふれあいなど。 

これらは、観光客が集まる観光地で、一般的なホテルに滞在したのではなかなか味

わえない。さらに空き家が古い伝統的な建築物で、それを改修したものであれば、空

き家の滞在そのものが、その地域の伝統的な生活体験ともなる。しかも、ベッドメイ

キングなどの一般的なホテルのサービスを受けながらである。 

<出典> （在イタリア大使館一等書記官山崎雅生、イタリア発の新たな形態のホテル「アルベルゴ・

ディフーゾ」、ＮＥＴＴ海外調査研究、2015年、No88 35～36頁。） 
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事前調査参考資料 

 

ダリオ・チェッキーニ肉店 

 

 １８世紀に創業し、２５０年もの歴史のある精肉店で、「世界で最も有名な肉屋」と

言われる。 

８代目となる現在の店主は、「拡大するスーパーマーケットから伝統的な肉屋を守り

振興する」ことを目標としており、イタリアの銘柄牛である「キアーナ牛」が店頭に

並ぶこともある。肉屋のほか、３軒のレストランを経営しており、肉の切り分け等を

指導する教室も開いている。 

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜たった１軒の店が故郷のためにできること＞ 

グレーヴェから車で１５分、パンツァーノ・イン・キアンティに忘れてはならない

肉屋がある。 

グレーヴェの町に属する人口９８０人ほどの集落パンツァーノを世界的に有名にし

たのは、１軒の名物肉屋「チェッキーニ」だった。 

もうどれくらい前からか。毎日曜日の朝、この店には自家製のサラミや総菜、ワイ

ンが試食台に並び、それを楽しみに観光客までがわんさか押し寄せる。 

ダリオは、若い頃から詩を愛する詩人として知られている。 

店の隅には、詩聖ダンテの彫像ばかりではなく、巨大なミノタウロス像が、“美食の

迷宮へようこそ”とばかりに待ち構えている。 

肉屋という名の演劇空間に溢れかえる観客たちは、大きな肉切り包丁を手にした主

役、ダリオの一人芝居に興じる。ここでは、それが安心できる肉を買うということと

同義だった。 

  

（試食台に乗せられた肉とワイン） （店 内） 
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ところで、このダリオが、世界に名を馳せたきっかけは、９０年代ヨーロッパを震

撼させた狂牛病である。 

当時のＥＵ諸国では、骨付き肉の販売が厳しく規制された。そのとばっちりを受け

て、トスカーナが誇る郷土料理、Ｔボーンステーキ、ビステッカ・フィオレンティー

ナが、当分食べられなくなる非常事態が生じた。 

この時、ダリオは思い切ったパフォーマンスに出た。 

行き過ぎた衛生法による世界的な規制は、地域ごとの味わいをなぎ倒す悪法であり、

「この悪法は、ビステッカ・フィオレンティーナという伝統文化に死をもたらす」と

主張し、店頭に墓碑をしつらえた。 

イタリアの墓所で目にする故人の陶板写真ならぬ、麗しのビステッカの写真を掲げ、

毎日、一輪のバラの花を添えた。 

最後の骨付き肉を売る日も記念競売会を催した。ここには歌手のエルトン・ジョン、

ロシアの富豪、たまたま滞在中だった日本人シェフなど酔狂な客たちが集まり、その

売上金は、すべて小児病院に寄付された。 

そんな前衛的なパフォーマンスを通じて、ダリオは自分は肉屋として客に一口たり

とも健康に害のある肉など売らないと宣言したのだ。これが予想を上回る劇的な効果

をあげた。 

数ヶ月後、ダリをチェッキーニの名を冠した肉は既に安心マークとしてブランド化

を遂げ、パンツァーノ村の日曜も賑わいを増した。 

村には２軒のレストランも開業した。２軒目の店は、予約制で肉づくしのフルコー

スが売り。パンも野菜も地元産で、新鮮な肉たっぷりの特製バーガーは、地元で密か

に“マック・ダリオ”と呼ばれていた。 

だが、そんなダリオも若い頃は父親の肉屋を継ぐ気などさらさらなかった。 

子供の頃から動物の世話が好きで、将来は獣医を目指していた。 

ところが、ピサ大学で獣医学を学んでいた頃、父親が急死し、数年後には母親も失

った。若くして妹と祖母を養わなければならなくなったダリオは、学業を断念し家業

を継いだ。それから３７年、今ではこの仕事を誰よりも愛している。 

現在は３人目の妻と暮らしている。近頃は、世界各地に呼ばれて豚の捌き方や肉料

理を指南することも増えた。 

今後は時間が許す限り、肉に精通し、肉屋という仕事に誇りを持ってくれる同業者

を養成するための、“肉の学校”を世界に広めたいという。 

そんなダリオの座右の銘は、「人に与えた分だけ、与えられる」。たった１軒の個人

店が、この小さな集落に世界の人が集う傑作な交流の場を作り上げた。    

それもたった 1 軒の店が、愛する故郷のためにできることは実に少なくなかった。 

<出典> （島津菜津、『スローシティ』、光文社新書、2015年、41～44頁。） 
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事前調査参考資料 

 

＜キアーナ牛＞ 

 

 世界で一番大きくて、一番古い種類の牛で、白い体が高貴さを醸し出しており、エ

トルリア時代には神への生贄として捧げられていた。 

 現在では、ボローニャから南、ラッツィオ州北部辺りまでの範囲で育てられ、モン

テプルチャーノやコルトーナがあるキアナ渓谷から名前が付けられた。 

 とても健康的な牛肉で、たん白質が高く、コレステロールが低く、他の牛肉に比べ

脂肪もカロリーも低い。 

キアーナ牛は、ＣＣＢＩ(Vitellone bianco dell'Appennino Centrale IGP 中央アペニ

ン山脈の白子牛）という団体によるＩＧＰ（欧州連合による保護地理的表示）の認証

を受けることで、その品質が保証される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://blogs.yahoo.co.jp/siamofeliciecontenti/GALLERY/show_image.html?id=66565956&no=1
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事前調査参考資料 

 

グレーヴェ・イン・キアンティ 

 

トスカーナ州フィレンツェ県にある人口約 1 万 4000 人の町（基礎自治体）であり、

１９９９年１０月に、当時の町長であるパオロ・サトゥルニーニが、スローフードの

哲学を行政に導入し、地方中小都市の生活・文化・歴史を再評価して生活の質を向上

させ、住み良い町をつくることを目指した。 

具体的には、町の独自性や自然を守るために、既存の建築物を再利用し、大型店の

進出を規制することにより、古くからの商店街も守るなどの取組を進めている。 

国際的組織「チッタ・スロー協会」（イタリア語でスローシティの意）には、現在、

イタリア国内の 75 都市のほか，全世界で 28 か国 182 の都市が加入している。（日本

からは気仙沼市が唯一参加） 

 

 

 

 

 

 

 

 

２００８年の夏、トスカーナ州グレーヴェ・イン・キアンティの元町長、パオロ・

サトゥルニーニはこう言った。「今や、世界中から観光客がやってくるトスカーナ州の

田舎も、50 ～70 年代には劇的な過疎化に喘いでいたんだ。」 

グレーヴェ・イン・キアンティは三角形の美しいマテオッティ広場で知られるキャ

ンティ地方の小さな町だ。 

このまちは、かつて「何もない」田舎。美術品もない、娯楽もない、海もない、お

まけに高速道路も通らない。そんな農村から、若者たちはローマやフィレンツェなど

の都会に出て行き、まちは人口が減り、過疎化にあえぐことになった。 

50 年代約 1 万 5000 人だった人口は、70 年代には約１万人までに減少。 

失ったのはこれから町を支えていくはずの若者ばかりだった。現在，人口は 1 万 5000

人までに回復した。劇的な過疎化に歯止めをかけたものはいったい何だったんだろう。 

（ぶどう畑が広がる農村） （キャンティ市内） 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%88%E3%82%B9%E3%82%AB%E3%83%BC%E3%83%8A%E5%B7%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%83%88%E3%82%B9%E3%82%AB%E3%83%BC%E3%83%8A%E5%B7%9E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9F%BA%E7%A4%8E%E8%87%AA%E6%B2%BB%E4%BD%93
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その答えは意外なものだった。何よりも大きな要因は、70 年代後半からキャンティ

という土地の潜在力に目をつけた外からの移住者たちの流れだ。 

トリノやミラノといった大都市からの移住者ばかりではない。イギリス人、ドイツ

人、スイス人、オーストラリア人といった外国人もたくさんいた。彼らがまずおいし

いワインとオリーブオイルの里、風光明媚な丘の土地としての価値に気づき、点在す

るうち捨てられた農家や屋敷を買い始めた。この土地に投資し始めた。しかし、この

地に投資した人たちは、もっと先を見ていたのだと思う。キアンティ地方は鉄道や道

路といったインフラ整備の面から見た場合、お世辞にも恵まれた地ではなかった。高

速道路からもそれていた。ところが不幸中の幸いというべきか、そこに風景を整えて

いける資質があった。彼らはそこに気づいていた。 

トスカーナの田舎が変わるもう一つの起爆剤は、農における量から質への転換だっ

たという。外からの投資がワインという足もとの文化に地元の目を開かせてくれた。

やがて 80 年代、ワインの生産者たちの中から起こった大量生産を見直そうという動き

が大きなうねりになっていく。 

かつてのキアンティのワインといえば、庶民的なワインの代名詞だった。 

藁に包まれた丸いお腹のボトルが特徴的で、アメリカなどに大量に輸出されていた。

質の向上と個性化に成功して久しいフランスワインに比べ、イタリアのワインの評価

はまだまだ低かった。そこにトスカーナワイン多様化のビックバンが起こる。 

こうして、移住者や観光客が増えていく中、まちを大きく変えようとはしなかった。

大型ホテルを誘致することはせず、プチホテルや、地元の農家に宿泊する「アグリツ

ーリズモ」を奨励した。 

また、大型ショッピングセンターも呼ばず、地元の個人店を守った。景観も、厳し

い景観条例により、豊かな自然と調和した街並みを保ってきた。 

99 年に「スローシティ宣言」（スローシティはイタリア語で「チッタ・スロー」）。 

大切なことは「人間サイズの人間らしい暮らしのリズムが残る小さなまちづくり」、

人と人との交流、農家の知恵、職人の技、食文化、信仰といった、目に見えないもの

をなによりも大切にする。それがグレーヴェ・イン・キアンテイのスローシティのあ

りかた。 

な<出典> （島津菜津、『スローシティ』、光文社新書、2015年、20～26頁。） 
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調 査 報 告 

第一日目 10 月 4 日 

 

08:30 千歳空港集合 

09:30 ANA54 便千歳空港発  

11:05 羽田空港着 

14:05 LH717 便 羽田発 

18:50 フランクフルト空港着 

22:05 LH258 便 フランクフルト発 

23:15 ミラノ マルペンサ空港着 

00:00 空港スタート 専用バス 

01:30 クラウン・プラザ・リナーテ・ホテル着（日本時間 8:30） 

 

今回の訪問調査団は、八田盛茂議員（小樽市）を団長に、釣部勲議員（空知地

域）、本間勲議員（上川地域）、大谷亨議員（十勝地域）、大崎誠子議員（札幌市

東区）、田中芳憲議員（恵庭市）、沖田清志議員（苫小牧市）と塚本敏一（北見

市）で構成され、10 月 4 日 AM8:30 千歳空港に集合し、羽田空港、ドイツ・フ

ランクフルト空港を経由してミラノ市へ向かった。狭い飛行機の中と時差によ

り、ほとんど眠れない 24時間を過ごし、現地時間 00:00（日本時間翌日AM8:00）

に到着、用意されたバスに乗り込み「クラウン・プラザ・リナーテ ホテル」

まで約一時間で到着。とにかくホテルで疲れた体を休め、明日からの調査に備

える。 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 クラウン･プラザ･リナーテ･ホテル 

ミラノに到着・時計の針は 0:00 指している 

飛行機の中で航路が一目瞭然 
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第二日目 10 月 5 日  

「ミラノ市における日本食品の消費動向調査・視察」 

市営ワグネル市場視察 10:25～ 

早速、ミラノ市民の台所「市営ワグ

ネル市場」を視察、1929 年に開設さ

れた歴史ある市場である。   

残念ながら当日は魚市場が休みの

ため魚介類は店頭に並んでいなかっ

たが、日本でもおなじみの肉をはじめ

チーズなど乳製品、野菜、果物、スィ

ーツなど豊富な種類の食物が並んで

いた。 

その一角に、日本食ブームなのか、

醤油、味の素やコンブなどのほか、味噌

汁やのり、寿司用お米、わさびなどが並

べられていた。 

価格は少し高めであるが、聞くところ

によると日本人の購入者のほかイタリア

人も購入するという。 

特に、日本語で「しゃぶしゃぶ用牛肉あ

ります。」との看板も掲げられており、在

ミラノ日本人にも配意した取り扱いも見受けられた。 

買い物客層は、高齢者層が多く店員との会話を楽しみながら買い物をしてい

た風景は、一昔前、北海道のあちらこちらでも、陳列されている品物を店員と

相対しながら購入する場面があったが、コンビニや大型スーパーの進出により、
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そうした風景は、北海道では少なくなってきている。 

イタリアではまだまだ大型スーパーの数は少なく、こうした市場や小売店舗

が頑張っていた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食の総合デパート「EATALY」調査 11:25～、 

次に、2007 年に建設された食の総合デパート

「EATALY」（イータリ）を視察調査した。スロー

フードの発祥の地トリノに本社を構える

「EATALY」（イータリ）は、質の高いイタリアの

食材を提供するお店として知られており、イタリ

ア各地から集められた、野菜から果物、酒類、食

材や日用雑貨も並べられていた。 
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地上階では新鮮な野菜や果物、2 階は

肉、魚、ハムとチーズなどを販売されて

おり、3 階は主にワインを取り揃えてい

た。 

3 階までの吹き抜けの構造は、買い物

客の目線を重視した建て方であり、ゆっ

たりとした中にも、きちんと並べられた

豊富な種類の品物が所狭しと、陳列され

ていた。 

各フロアのフードコートはイタリア

のサンドイッチや、ピザ、サラミとチー

ズ、肉など、軽食からメインまで幅広く

食事を楽しめるようになっていた。 

さすが、食の総合デパートらしく、ミ

ラノ市民老若男女が買い物に来てにぎ

わっていた。 

 

大型スーパー「エッセルンガ」調査 11:55～ 

次に、最近開発が進められ、高層ビル群がどんどん建設されている「ミラノ

新開発地区」の一角に、近代的な高層ビルが完成し、その一階に開店したとい

う大型スーパーマーケットを訪れた。北イタリア地方に拠点を持つ「エッセル

ンガ」という有名なスーパーマーケットである。日本のスーパーと変わらない

形態であるが、種類の豊富なことには驚いた。大きな籠を引っ張って買い物す

る人もいた。またレジの店員は、日本とは違って座って長時間労働に耐えられ

る工夫がされていた。  

イタリアでは、大型スーパーは、イタリア系は「アム」や「エッセルンガ」、
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フランス系では「カーラフル」などが

あり、どのスーパーも多少の違いがあるそうで、「エッセルンガ」は、ワインと

お魚に定評があるという。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

JETRO ミラノ事務所 15:00～ 

 

次に、JETRO ミラノ事務所を訪問し、イタリア国における日本の食品につい

て、特に北海道の産物について意見交換をおこなった。対応いただいたのは、

温井邦彦 JETRO ミラノ事務所長、柿迫一葉ミラノ事務所勤務、白石薫 JETRO 

北海道貿易情報センター長に対応いただいた。 

 

温井ミラノ事務所長からは、日

本食ブームに合わせ、近年になく

イタリアでも日本食レストラン

が増えてきていること（259店舗）、

日本の素材が求められているこ

と、お米は、イタリアでも生産さ

れているが、今後日本の米が見直

される可能性があること。そして、

長いもやゴボウ、海産物では、「ホ

タテ」や「うに」の需要が増大す

るという。 
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イタリアにおいて健康志向の高まりがこれほどまでに日本食ブームにつなが

っているとは思わなかった。  

今後、北海道からの農水産物など特産品を含め食材の輸出が期待される、と

の発言があった。以下、研修・意見交換詳細を記す。 

 

「温井事務所長」 

ミラノの日本食事情ということで、日本食レストランがミラノに多いという

ことと、イタリアに北海道の

食材の輸出の可能性はどのぐ

らいあるのか、ということに

ついて話をさせていただきた

いと思います。 

ミラノの街の日本食レスト

ランについて、ミラノ市内だ

けで 259 店ほどあります。空

前の日本食ブームであり、「な

ぜ、温井さん、あなたは日本

レストランを開かないのか？

開いたら絶対、はやりますよ、

商売繁盛しますよと、素人が

やってもお客さんが入ってくれるよ。」といわれております。 

  

それは、日本食が健康的なものであると

イタリア人が感じていることと、イタリア

のシェフから見ても非常に興味ある、おも

しろい参考になるということで、盛りつけ

の仕方、懐石料理を連想していただければ

良いのですが、野菜の彩り、お弁当が、最

近イタリアで注目されておりますけれども、

日本的なものがイタリアのカリスマシェフ

にとってもインスピレーションを抱かせ

る、興味があるという存在であります。食

べる、それからそこから学ぶ、双方で日本

食が注目されています。 

259 店舗ミラノにあるといいましたが、

そのほとんどを中国人が経営をしており

ます。259 店舗のうち日本人経営は 6～7

店ぐらいです。日本人が寿司の職人として

入っているところも入れれば 10 店～20 店
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ぐらいになるかも

しれませんが、ほと

んどが中国人経営

している日本食レ

ストランです。 

なぜ中国人の店

が繁盛するのかと

いいますと、そこ

そこのお値段、ボ

リュームもそこそ

こ、味もそこそこ、

イタリア人は、週

に 1 回は外食する

ような人たちなので、毎週ピッザばかりだと飽きて

しまうし、たまには日本食を食べにいきたい、日本

食もそんなに高くないところ、というと中国人が経

営しているところになるのだと思います。 

 

我々もお昼、ビジネスランチを食べに行きますが、

いつも食べる天ぷら定食にします

と、そこそこの盛り合わせで、それ

から小鉢が 3 つか 4 つ付いて、そば

も暖かいのがあったり、それで 14

ユーロ、白石新所長曰く高いな、で

もこちらミラノでは安いなと思い

ます。安く提供している中国人の日

本食レストランのやり方です。 

次に食材ですね、これだけ日本食

ブームであれば、日本の食材も輸出

できるんじゃないかなと考えます

が、日本食のベースであるお米はイタリアは欧州一のお米の産地です。ここミ

ラノから西の方に車を 1 時間走らせますと、いまちょうど穂を垂れた田んぼが

一面広がっている地域があります。 

  

ベルチェリというところが中心ですが、みなさまのご年齢ですとおそらく「苦

い米」という映画をご存じの方もいらっしゃるかもしれませんが、1950 年代終

わりのサスペンス映画ですけれども、ベルチェリを舞台にした「苦い米」とい

う映画がありました。クラウディアカルディナーレ、これがイタリアの女優か
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と、胸がときめいたことを覚えていま

すが、そういうベリチェリというとこ

ろに直まき、北海道も直まきと聞いて

おりますが、直まきで栽培されており

まして、日系のキッコーマンの関連会

社が、イタリアの農家に委託して、コ

シヒカリを実際に栽培しています。 

ヨーロッパの日本の駐在員は、ここ

で生産されたコシヒカリを「ゆめにし

き」としてブランド化しています。お米以外

は、野菜では、ほうれん草であったり、東洋

の野菜である大根、白菜、こちらヨーロッパ

で作っています。中国産ですが長芋、ごぼう、

さといもなども中国から入っています。 

やはり日本食材は、高級食材として、生わ

さび、和牛、お魚のはまちは、ハサップとい

う衛生基準をクリアしており、鹿児島産のハ

マチが毎週 100kｇ入れてもらえるようになりました。 

ハマチはどのように使うかというと、こちらでもカルパッチョという生の魚

を食べる料理があって、もちろんオリーブ油、レモン、脂っこい魚は細かく切

って、野菜を切ってセロリなどと一緒にサラダとして、前菜としてレストラン

では出されています。 

北海道から是非イタリアに輸出していただきたいものは、「ホタテ」と「うに」

で、これは最高級のもの、イタリアで輸入業者の方々も待っているわけです。 

「ホタテ」も原発事故から一次途絶えておりま

す。「うに」は、輸出できる余力があるかどうか

わかりませんが、「うに」のスパゲッティとか、

それ以外でも食べています。これが大まかなこ

とであります。 

 

次に、イタリア経済事情についてお話しいた

します。 

2012～2014 の 3 年間、経済はマイナス成長でし

た。やっと 2015 年になってやっとプラスになり

明るい兆しが見えてきました。従って個人消費と

云われる買い物消費意欲も上向きになってきて

います。 

実質 GDP 成長率ですが、折れ線グラフで見て
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いただくと、リーマンショックの 2014 に-0.4、2015 に+0.7 今年の成長予測で

す。 

新車登録台数についてですが、イタリアの新

車市場ですが、全然売れていません。2007 年

250万台の新車登録台数があったわけですけれ

ども、2014 年 136 万台に、約半分に落ち込ん

でいます。それだけ消費に慎重で、将来不安が

あったため、自動車だけでなくすべてに慎重で

した。 

それでもそういう経済の苦境状況にありな

がら、イタリアは EU10 ヶ国の EU 指令とい

うことで各国の法整備が求められるのであり

ますが、たとえば 1997 年に出された EU の連

続指令というのがあります。 

これはいまやっと整備が進みつつあります

が、発電、電力の小売りを自由化しなさいとい

う司令が出されました。1997 年に指令が出さ

れ、2003 年までに発電部分は自由化、電力の

小売りは 32%まで自由化しなさいというのが

実施されています。 

 

日本もやればすぐ、やれると思いますけれ

ども、十数年前にイタリアはやっております。

イタリアだけでは、おそらくこんなことはで

きなかったとおもいますが、EU の 1 国としてドイツなどに引っ張られ、イタリ

アでもグローバル化に乗り遅れずに前に進んでいきました。 

外圧といってよいかどうかわかりませんが、昔の日本でいうアメリカであっ

たり、イタリアでは EU 指令が外圧であり、自由化や規制緩和に乗り遅れない

で進んでいるところで、プラス

の面もありますが、昔ながらの

イタリア、ラテン系の陽気なの

んびりしたイタリアは失われ、

世知がないイタリアになりつつ

あります。 

私も 25 年前の 1 回目の駐在

から比べまして、効率性はあが

っておりますが、のんびりとし

たイタリアはあまり感じなくな



- 39 - 

 

ってしまっています。良い方に行っていると思いますが、そういう風に、ヨー

ロッパの中でも均一化といいますか、のんびりとしたラテン系のなごりが薄れ

てきていると感じています。 

 

中小企業の国といわれていますが、そこにありますようにフォーチュン 500、

大企業のランキングがありますが、先進 7 ヶ国はアメリカをダントツにして、

中国、日本、英、独、仏と 30～40 とランキングに大会社が載っているわけです

が、イタリアは、2013 年 8 社しかリストに載っていません。 

経済規模は、先進 7 カ国の中で、大企業は 8 社しか載ってないが、言い換え

れば、中小企業の中堅企業が頑張っているということであり、イタリアの活力

は中堅、かつ若い企業が頑張っていまして、1980 年代 90 年代 2000 年代に、こ

こ 2・30 年に起業した会社がたくさんあります。 

こういった企業は、新しいファッションブランドをつくったりしますが、た

とえば、昔、カルビーというニットウエアで有名な産地がありましたが、和歌

山がニット産地ですが、和歌山の産業界が昔有名だったカルビーと交流したい

ということで 3 年前ぐらいにカルビーを調べたとき、おそらくニット繊維産業

は中国に移ってかなりダメージを受けていると思ったところ、実は完全に再生

されていました。 

昔はニット産業が 7 割だったのが比率は逆転して、7 割が普通のイタリアのブ

ランドでつながっているという、私も知らなかったブランドですけれども、プ

リンセットとか、あまり聴かない、我々の世代はグッチだとかプラダとかしか

知らないのですが、来たらカルビーの新しいブランドが登場していて、プリン

セットがデザインに使われているというところが、日本の中小企業、中堅企業

が見習うべきイタリアの中でのどこが参考かというと、そういう活力の源とい

う意味では、新しい若い企業がどんどん出てきて、底まで突き落とされたわけ

ではありませんが、火事場の底力というか、イタリアというのはそういう底力

をちょっと元気のない日本の中小企業も、元気いっぱいイタリアからもらった

と思いますね。 

 

もう一つ思う原因は、ニッチ、日

本ではニッチニッチといいますが、

イタリアはニッチの先進国で、中堅

企業ですから、そんな大きなものは

扱ってはおりませんが商業生産で

あったり、これから企業大手が行か

ないようなところへもちろん行く

でしょうし、わかりやすい例を申し

上げますと、建設業界で H 型鋼と

か S 型鋼とかがありますが、これを
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1000 本ください。100 本ください。どこかの会社がいうと、新日鉄、住金さん

は、そんな少ないロットではできません、といいます。利益も出ないというこ

とになります。 

イタリアでは極端にいいますと 1 本からでもどこでも配達しますという。そ

ういうニッチさがあります。世界中のニッチを集めようが両方重なっておりま

すと。そういう業種、いろんな分野

でそういう中堅でニッチだとかで、

すすんでいく企業という意味でも

10 年後 15 年後になるかもしれませ

んけれども、もっとスリムになって

厳しい中国との競争に勝ち抜いて行

くイタリアの先進的な時代がやって

くると思っております。簡単ではあ

りますが説明に返させていただきま

す。ご質問をいただければと思いま

す。 

 

｛八田盛茂団長挨拶｝ 

本日は、ありがとございます。北海道議会議員団８名で訪問いたしました。

まず、議員を紹介させていただきます。私は団長の八田盛茂です。こちらから、

釣部勲議員です。本間勲議員です。大谷亨議員です。大崎誠子議員です。田中

芳憲議員です。塚本敏一議員です。沖田清志議員です。 

本日は、お忙しいところ、ジェトロ・ミラノ事務所長の温井様、白石様、柿

迫様にご対応いただき、誠に感謝を申し上げます。また、ジェトロには道内の

事業者が輸出に取り組むに当たり、輸出先国の情報提供や相談対応などの支援

をいただいているところであり、今回のミラノ国際博覧会における「北海道の

日」の実施に当たっても、ミラノ事務所の皆様に多大なご協力をいただいたと

聞いており、改めてお礼申し上げます。 

さて、道では、道産食品輸出 1000 億円、外国人観光客 300 万人の目標を掲げ、

今後、目標達成に向けた重点的な取組を進めることとしておりますが、本年は

ミラノ万博の開催、そして来年、2016 年は「日伊外交関係 150 周年」と承知す

るところであり、北海道産食品の輸出拡大を図る上で絶好の機会ととらえてお

ります。 

こうした中、このたびの道議会の調査では、「ＥＵ諸国への輸出・経済交流の

拡大の可能性等に関する調査」をテーマとして、ミラノ万博開催の機会を捉え、

イタリアをはじめＥＵ諸国との経済交流の拡大に向けて、「北海道の日」の実施

効果や日本産食品の消費動向の把握、関係先との意見交換などを行うこととし

ております。 

このため、本日はイタリアにおける日本食の普及や日本産食品の流通状況、
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小売業、外食産業の現状やトレンドなどの情報についてお聞きし、その後、今

後の輸出拡大の可能性などについて、意見交換させていただければ幸いに存じ

ます。本日は、どうぞよろしくお願いします。   

 

｛意見交換内容｝ 

「質問者」色々と所長の方からお話を承りました。日本食に対するイタリアに

おける健康食ブームであるということでありますが、イタリアの皆さんはパス

タですとかチーズ系、サラミ、肉系を食べているのですか。健康寿命はどのく

らいですか。 

「温井事務所長」イタリアと日本というのは、先進国の中では少子高齢化がす

すんでおり、1 位 2 位を争っている長寿国であります。 

 

「質問者」食も健康志向のものを食べていると考えていいのか。イタリアに来

て何日もたっていないのですが、どちらかというと味が濃かったり、チーズ系、

ベーコンや肉系を食べることが多いように思いますが、野菜を食べるというよ

りは、そういう文化の方が強いのかなと思っているのですが、間違いですか。 

「温井事務所長」レストランで食べると塩辛い、こんなの食べたら寿命が縮ま

るよと思われるかもしれませんが、たとえば、生ハム、塩の塊みたいなもので

すよね。日本人はあれをおいしいと思うのでしょうけれども、10 枚 20 枚食べ

ますけれども、それを半年続けると痛風になってしまっただとか。（笑） 

イタリア人は、そんなに食べませんから。ワインにしても、私も 3 杯 4 杯と

たくさん飲みますが、イタリア人は、１杯ぐらいですよ。だから、日本では何

もわからなくても、イタリア人はと一方的に思ってしまいますが、本当に節制

の効いた食事を心がけている。私は、イタリア人と住んでいないのでわからな

いので、住んでいる人の方が詳しいかな。 

イタリア人は、かなり長生き、日本人ほどではないけれども、世界でもトッ

プランクですよ。普通に 80､90 歳まで生きております。 

 

「質問者」家で食べているものは

何。おばあちゃんがつくるものは。 

「柿迫職員」いつ着いたのですか。

（昨日です。）レストランとかは

これから（行ってきました。） 

だいたい､ランチメニューある

のですけれども、夜と昼とアラカ

ルトだとほとんど変わらないで

すね。で、夜とかは、プリモセコ

ンド、プリモはパスタとかリゾッ

ト、セコンドが肉か魚とプラス付
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け合わせで､結構野菜が出てくるの

で、バランスよく食べています。 

特に、ミラノの人って、シエスタ、

シエスタといって、あれはスペイン

のですけれども、ミラノの人に限っ

てはお昼に 1 時間ぐらい、日本人と

同じように昼休みの時にミラネーゼ

に限っては、そのインサラトーネ、

野菜サラダの大盛りをよく食べてい

ますね。 

 

「質問者」いま､日本食がよくブームになっているということですが、イタリア

人に口に合うということなのか、日本食のきれいさ、細かに手の込んでいる、

ダシですとか、食に対する考えが見直されたのでしょうか。 

「柿迫職員」イタリア人は基本的に保守的なのです。だから、時間があればス

ーパーを見ていただきたいと思うのですが、行くと､ほとんどがイタリアン食品

です。で、マンマの料理が世界一だと思いこんでいるので、実際そうだと思う

のですが、なので、スーパーにいっても 80%がイタリアンで、ミラノ市内でも

ほとんどがイタリアレストランですけれども、結構東京に住んでいるときに､苦

労したのですが、フレンチレストランが 1 軒あるかないか何ですね、ミラノに。

そんな状況なのです。 

なので､その中で､イタリアで日本食がブームを通り過ぎて､寿司とか天ぷら

が定着してしまっているんです。「今日は､パスタにする、寿司にする」と毎日

ではないですが、子供がお母さんに聞くぐらいの、9 割方が、中国人が日本食レ

ストランを経営しているのです。それは全世界同じですが。 

 

「質問者」コシヒカリがこちらでもつくられる､

日本独特の野菜もつくられるということなので

すが、これは相当昔から取り組まれているので

すか 

「温井事務所長」 

20年前 1 回目の駐在の時にもコシヒカリがあ

りました。キッコーマンがつくっているときい

たわけではないのですが、ほかの会社が作って

いたり、アルゴーリオというイタリアの使うお米、ちょっと芯が残る､大きめの

粒で、これでやらないと本当のリゾットじゃない、というのでアルゴーリオが

専用種です。 

コシヒリのようなのは、こちらの人はあまり使わない。キッコーマンがつく

っているのは、コシヒカリ種をもってきて、こちらで野生化現地化してしまう
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ので、できるだけコシヒカリを残すように種苗屋

に頼んで、ちゃんと保存、種苗保存をちゃんと残

すようにやっています。栽培方法は、それなりに

苗と苗の間隔を空けるようにしています。 

 

「質問者」昔、コシヒカリは、イタヒカリといい

ませんでした。私も関係していたものですから、

コシヒカリそのままだったかなとおもいました。 

「温井事務所長」 

はい、そうです。いまは、ユメニシキとしてブラ

ンド化しています。 

 

「質問者」先ほど、リゾットを食べてきました。 

「温井事務所長」 

アルゴーリオですね。黄色いのを食べてきたの

ですね。私はあまり好きではないのですが、 

 

「質問者」最後にチーズを食べているのかなと

思った。 

「温井事務所長」 

あれ残んないとだめなんです。東京のイタリアレストランもわざわざアルゴー

リオを取り寄せています。本物はこれだといってます。 

 

「質問者」私は、北海道に日本酒の会社 13 社あり、ミラノ博に 8 社が出店し試

飲もしていただくのですが、日本酒といいますとややもすると本州に伝統があ

るといいまして、「八海山」が主体となってやっておられましたが、北海道の酒

は自慢になりますが､内地府県の酒よりも温暖化現象の関係もありまして、酒米

が非常によくなってきている。 

従って、いま北海道でつくっている酒米は当然北海道で地産地消ということ

で、大事につくられているのですが､味は決して味覚のほどは内地府県のものに

見劣りしません。従って､今後日本食ブー

ムというお話がございますが、お寿司には､

日本酒が付きものと思っているのですが、

こちらの日本食ブームの中で、将来日本食

イコール日本酒が倍増につながっていく

のかお伺いいたします。 

「温井事務所長」 

今ヨーロッパではどんなお酒が人気が

あるかといいますと、パリでは、日本酒と
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いうと山口県「獺祭」。「獺祭」をこの間試飲しましたけれど、甘口なんですね。

剣菱も通には辛口なんだろうというが、こちらではそこまでいきませんで、甘

口でどちらかというと北の方の東北の方の甘口の酒が好まれる状況にある。甘

口でこくがあります、米の味がするそういう段階なので、日本の人は辛口で最

上級のものじゃないいといいますが、それは全くの認識違いです。 

 

「質問者」それ、吟醸酒ですか 

「温井事務所長」純米大吟醸です。 

「質問者」フルーツの香りのするお酒、本醸

造酒ですか 

「温井事務所長」アメリカ産で十分なのです。

月桂冠、カリフォルニアでつくっているもの

です。大吟醸獺祭 

 

「質問者」いま実情を申し上げるとね。いま

天候の異変があるものですから、内地府県で酒米つくったら、なかなかうまい

従前の酒米がつくられていないですね。従って、米の卸業者が北海道に来て是

非北海道の酒米を譲ってほしいというぐらい北海道のお酒がいま求められてい

ます。この際北海道のお酒をよろしくお願いしたいなと思っています。 

「温井事務所長」おそらく、こちらのイタリアの人は、たぶん、本州産、北海

道産を気にしていないと思います。こちらで一番困るのはどう違うのだといわ

れるんです。全部原料はお米でしょ。こちらのワインはブドウの種類が違うか

ら味が違う。だけど、お酒は全部同じ米なのに、どういうふうにして格付けみ

たいなことをするのだというのです。それだから全国基準を出していただきた

いですね 

 

「白石所長」 

農林水産物の輸出を担当していましたので、ア

ジア地域では、我々が目標としているのは、ワ

イン、地域をデパートで棚に出されているんで

すが、いま日本酒はその他の雑種になっている

のです。日本酒という棚をつくりたいんです。

というのを目標としています。 

 アジアではどちらかというとたくさんの方々が輸出だしされているのですけ

れども、市場のパイは同じで、銘柄が変わっているだけなのかなと、感じがし

ていて、それをできるだけパイを拡大していき、輸出量を増やしていきたい。 

どこかのお酒が出るとどこかのお酒がなくなってしまうというのではなく、

取り扱いだけだと、今度こんな新しいお酒が出ましたよ。目新しさだけが広が

って、実はパイが一緒になっていないのでないのではないか指摘があって、こ
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れを何とか改善していきましょうと、私が取り組んでいます。 

また、皆様方とコンタクトさせていただいて、いかに市場を拡大して、皆さ

んが輸出拡大していけにはどうすればいいのか、相談をさせていただきたいと

思います。 

「質問者」従来の 4 合瓶、一升瓶で、それを従前のイメージを打破して、四角

形にしたり、三角形にしてみたり、そういう試みをすると違う方から引き合い

が出てくる。ですから、いま指摘がありましたように、創意工夫をすることに

よって市場を確保していくことは十分可能ではないかと思います。 

そのためには、JETRO にも理解をしていただかなければならないのですが、

やっぱり、我々議会もプロジェクトをつくって活動しているのですが、是非北

海道の酒を世界各国に売り込んでいただきたい。 

 

「温井事務所長」 

アジアとヨーロッパは、まったく違うん

ですけれども、この前イタリア人で日本

酒ソムリエ、自称名乗っている日本酒に

詳しい方を講師に日本酒のセミナーを

開催しました。 

ジャーナリスト中心にレストランの

オーナーたちがきて、日本酒を仕入れて

40 人ぐらいの定員で今年の 2 月、1 回目

ですけれども、開催したら応募が殺到し

て、どういうことを説明したかというと、日本酒の違い、どういう種類が、大

吟醸じゃありませんけれど、お米をこのように削って、こういうのがあるとか、

そうしたことを話しました。 

奥が深いなと皆さん思うわけですね。それで、あ、そうかと、たとえば、北

海道のお酒をプロモートするならば、18 社とおっしゃいましたが、統一して、

北海道、ヨーロッパじゃなくて、北海道というブランドを統一して、その中で

もこういうふうに違いますよみた

いな、セミナーで北海道というと、

フランスというと獺祭一色ですか

ら、そういうようなものをつくり

上げるような、・・・。 

 

「質問者」我々、PR の仕方で、

読売巨人軍の原監督が獺祭を飲ん

だのですね。「この酒何という酒な

のだ。」と、「非常にうまい酒では

ないかと。」といったとたんに次の
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日から売れ出した、というエピソードがあるのですが、実際にそうです。 

「温井事務所長」 

日本よりイタリアの方が手に入りやすいですよ。 

「質問者」そうらしいですね。 

 

「質問者」それと先ほど、「うに」だとか「すじこ」はどうなのですか。「いく

ら」はイタリア人は食べないですか 

「温井事務所長」 

料理には出てこないけれども、カリスマシェフは使いたいけれども、こちら

でもサーモンはありますからね。サーモンはノルウェーから 

 

「質問者」「うに」というと可能性はありますか。 

「温井事務所長」 

「うに」は、イタリア人はお金になるから取り過ぎてしまい、漁獲制限して

います。もともと地中海というと魚いないのですよ。綺麗すぎて。海藻が生え

ないのです。海藻が生えてないところに綺麗な水が流れている、だから、こち

らの「うに」は、ちょっとしか実が入っていない。こっちの「うに」はスペイ

ン産大西洋。こちらで採れたとしても、みんな金になるからなくなるから、産

卵期、禁止令が出るぐらいですから。それほど需要があるのです。 

 

「質問者」「ホタテ」もそうですか 

「温井事務所長」こちらは小さいので。 

 

「質問者」さきほど団長から話がありましたとお

り、北海道輸出 1000 億円をめざしています。北海

道だけで。ところがほとんどが海産物なんです。

畜産物はほとんどないんです。今日もスーパーを

見させていただきましたが、ハーブやチーズもあ

りましたが、北海道も農畜産物もありますが、歴

史からいったらまだまだ勝負にならないなと感じ

ています。1000 億をめざしていますが、いま 700

億ぐらい北海道で輸出しています。 

そのうち、90％が海産物です。そして、一部、

日本酒が何とか、私は十勝の方出身で、ながいもが約 20 億ぐらいです。たった

20 億です。ですから海産物は需要はあるがお酒も入って、農畜産物ではなかな

か至難の業だなと、特にイタリアに来たら、そんな感じを持っています。 

 

「柿迫職員」ご指摘のとおり、イタリアは、北海道に限らず、基本的にあるも

のは入れないので、輸入しないじゃないですか、スーパーへ行かれてわかると
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おり、ほとんどイタリアでは、かなり野

菜だとか果物は豊富にあり、安いです、

キロ幾らだとか。日本だと「もも」４つ

入って 800 円、1000 円、こちらだと 4 つ

5 つでも 1 ユーロ、2 ユーロで、しかもお

いしいんで、そういう物って北海道産に

限らず入れても、そもそもニーズもない

ですし、ただ、逆に、わさびだとか柚子

だとか、日本原産、オリジナルな物の方

が人気があるのは当然です。ここで採れないから。 

 

そういう意味では、ご指摘のとおり色々な地方自治体の農作物があると思う

のですが、できれば、北海道産の場合は「うに」ですとか「ほたて」だとか、「ほ

たて」はハサップを採っているメーカーもいますけど、「うに」は、いまだに採

れてないですか、たとへば、値は張ると思いますが「みょうばん」どうしても

使わざるを得ない、で、ようは登録リストに入ってないから、あとは、金かけ

てハサップを取たところで、全然高すぎて売れないとか、何かしらの理由はあ

るんです。需要はイタリアではあるんですよ。日本のだけハサップに入ってい

ないんですよ。 

なので、なんか、楽天のオンラインとかで、調べてもらったら、宮城県のヤ

マトというローマ字でヤマトと書くんですが、チリ産の「うに」を輸入して、

瞬間冷凍して「みょうばん」使用で添加物一切なしで入れてくるんですね。た

ぶん技術的には急速冷凍して日本はできるレベルだと思うんですよね。できな

くはないと思うんですね。 

でもそこの会社をしても、チリ産を使うということは、日本産は高いんだと

思うんですけれども、だから、ニーズがあるので、もちろんできない理由があ

って、やっぱりだめだというのなら話は別だが、ミラノの人たちにはニーズが

あるのです。 

 

「温井事務所長」ヨーロッパとアジアの違

いはですね、良い物があったら高くても買

い付ける、そこにお配りした小さなカラー

の冊子がありますが、これは今年の 2 月に

生わさびであったり、はまちをイタリアの

高級レストラン、高級ホテルに紹介する商

談会、試飲会、試食会をやったんですが、

たとえば、おつまみのなにか白いのがある

かと思いますが、それはこちらのリコッタ

チーズと生わさびをこれとお酒を食べたらどうですかと、このペアリング、お
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宅の 5 つ星のフォーシーズンズ、たとえばホテルのバーでそれを出したらどう

ですかと、これはおもしろいねと採用してみようか、ということになりました。 

 

5 つ星の食事の前に一杯引っかける

ショットバーのようなところは、お金と

暇をもてあましているお客に、そういう

人をターゲットにして、一般の人には難

しいのですが、そういうところに売ると

いう商談会です。だから採点表を後ろに

付けていますが、この酒はどうだった、

あれはどうだった、採点を付けて、いろ

いろ反応はありましたね。 

日本食材を輸入している商社は、冊子

の後ろに 3 社出してますけれども、そこ

がだいたい日本食材を輸入している主要

3 社です。 

 

「質問者」必然的な話になりますが、実

際サッポロビールで「ほたて」「うに」は

入ってる実績はあるんですか。 

「温井事務所長」去年確か、イタリアはわかりませんが、不況だったんですね。

「ホタテ」は青森産に変わりまして、今年もし回復すれば、アメリカでは「ホ

タテ」が不作で、日本産の「ホタテ」は海外とは違って、粒が大きくて日本な

らでは、あれは日本でしか採れないホタテでそれが売れています。 

日本ならではの柚子もスペインでつくり始めたんですが、でもあの香りは、

日本産でないとだめだということなんです。 

私もベランダで「しそ」をつくっているんですが、しその味があまりしない

んです。 

 

「質問者」柚子の話もそうなんで

すが、レストランで食べていくも

のという感覚なんですか、たとえ

ば、何か自分の家で何か料理しよ

うだとか、そこまではいかないの

ですか。 

「温井事務所長」そういう人を狙

ったんではだめだと、勝負になら

いと。高くなりすぎて、というこ
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とで、私たちがやっているのは

高級レストラン、高級ホテルで

食べるというか使ってもらえる、

それでも高い。 

 

「質問者」パイを増やすために

は、一般的にいえば、普段から

使ってもらう一番効率的だと思

うんですが、・・・ 

「温井事務所長」まだ、そこま

では・・・、それは、キッコー

マンだとか築地だとかが、いま

万博のお陰で、家で簡単に味噌汁つくろうとか、寿司を買ってたべようとか、

キッコーマンの醤油だって使われてきている。 

しかし、我々がいまやっていることは、北海道との交渉にしても、食材とし

ても、「うに」高くなるじゃないですか、全国レベルの話としても、ターゲット

は、そういったところになってしまう。 

「質問者」僕らもパスタを食べますが、そばはどうですか。北海道のそばはど

うですか。 

「温井事務所長」そばは、こちらでも採れるんですよ。あの福島県の方が来ら

れて、そば、イタリアのそばを購入したいと相手しているところなんですが、

そばは野生のもので世界中どこでも採れるようでして、こちらは 100%そばなん

です。私は、日本でおいしいなと思うそばは 10%以下ですね。100%だとしたら

ざるそばできないですよね。 

 

「質問者」つなぐのが難しいですよ。100%では。 

「温井事務所長」そば食べますので、輸出ばかりというか輸出考えることが良

いことなんですけれども、イタリアの農家はアイディアをね、いかに活性化に

つなげていくか、それを狙っているのが、富山市、先般来られたんですが、日

本で一番おいしいイタリアレストランは富山です。それ本当ですかと突っ込み

が入るのですけれども。（笑） 

 

いやいや、そういうふうになるように、こちらの料理学校と提携して、富山

のイタリアレストランのシェフの資質向上を訓練する。レシピの指導とか、あ

えて東京の人に食べに来てもらい、そしてその食材を東京のレストランに売る

とか、そういうようなことも、そばだったらイタリアの農家を入れて、新しい

そばの食材、ざるそばだけじゃなくて、こっちのそばを東京のレストランに売

るとか、一度食べられると何でこういうのが日本にないんだろうと思うような

そういうそばです。チーズとキャベツとブロッコリー、だからボロボロだから、
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チーズでこねないとね。 

 

「質問者」そば粉に入れるんで

すか 

「温井事務所長」 

そばは麺状ですけれどもね。そ

ばのパスタ、こちらにもあるん

ですよ。きし麺状の平たいもの

です。 

 

「質問者」日本とイタリアは、

島国のようだから、気候もかな

り似ているところがある。海産物もたくさんあってね。 

「温井事務所長」 

北海道はどうですか。北海道はぴったりではないですか。（笑）なぜイタリアを

パクらないのかなと思うんですがね。 

 

「質問者」小麦とかバターとか自給率はどうですか。足りなくなったと聞いた

のですが。 

「温井事務所長」 

自給率はわかりませんが、EU 内で融通し合いますが、EU の共通の政策ですか

ら、イタリアだけのことではなく、足りなくなったらフランスから入れるとか。 

 

「質問者」イタリアは、38 年前にミラノに来て、あまり良い思い出がなかった

のですが、ミラノに来る前に目的はお米だったのですが、米の技術というか、

米の機械化の進み方、もう北海道、全然追いついていない、それで、私たちの

先進地だということで、38 年前におじゃました。それが、大型機械が入ってま

して、おいしいお米が採れるんですよね、日本種を改良した。そのお米を使っ

て自分たちでお酒をつくるというのはそこまでは考えてないのですか。 

「温井事務所長」ヨーロッパでつくってますよ。ノルウエー人が飲みますから。

お米のランク表はないですよね。いまお米農家は大変なんです。お米を作って

いる農家とそれを買い取って、精米して白米にして売る業者、穀物商がどんど

んつぶれてるんですよ。なぜかというと補助金が出ないから。ここは補助金は

農家にでるから、それで、安いのがどんどん減っていますから。普通の米でし

たら日本米で、他流米でしたら、ベトナム、バングラディッシュ、ルーマニア

とか、もう勝てません。 

実際に農家もそういう作業をする土をいじる人たちは移民、外国の移民がす

ごく入ってます。イタリア人は 3K をやりませんから、日本もそうですが。とい

うので、お米屋さんが早く止めたいと思っているぐらいですから。それほど 
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「質問者」38 年前はすごく勢いがありました。すごいなと思ってました。 

「温井事務所長」寿司米とか、アジア米とか、アルゴーリオとかに特化しない

とだめですね。輸入米に負けてしまいます。 

 

「質問者」いまヒントもらいましたが、そばにいろいろな物を混ぜ込んでつく

るのですよね。 

「温井事務所長」キャベツはどうですか。混ぜるには、パスタを下ごしらえを

するときに、ソースとして・・・ 

 

「質問者」そうするとそば粉だけだという発想がすばらしいなと 

いまモンゴルに日本で相撲を取っていた朝青龍、もと横綱、先日道庁に見えて、

モンゴルで農家をするという。50 万 ha を確保したんで、とりあへずそばを植

えたいという話でした。その詰めはしてないのですが。素材を供給するとこが

どこか、そばをどう活かしていくかということが問題だ。 

「温井事務所長」モンゴルでそばをどうするのだろうね。モンゴルなら、トマ

トだろうと私は思いますがね。 

 

「質問者」下は乾いているからなあ 

「温井事務所長」トマトは 4 ヶ月でできますが、あの国は冬は-40 度、夏は 30

度超えるわけですが、虫はいないは、からからとしているからおいしいトマト

はできるは、実際に中国人がつくっていて、イタリア人が買いに行っているの

ですが、イタリア人のミラノのスープ用の細長いトマトは、あれはメイドイン

イタリーとは書いてないのは、色々なのが混じっているからなんです。 

 

「温井事務所長」そばは難しいですよ。パスタの国なんで、フランスパリには

「イエン」というそばの

手打ちを実演している店

が､10 数年前からあった

り、やっぱりイタリアは

パスタの国なので難しい。 

 

「質問者」今日ミラノで

おいしいパスタを食べま

したし、我々も帰って負

けないように頑張ります。 

「温井事務所長」ワイン

もありますので 

 

「質問者」岩見沢ワイン
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だとか、三笠ワインだとか、三笠ワインはなかなか手に入らないです。 

「温井事務所長」どこですか 空知ですか 

「質問者」三笠です。空知です。このワインは、ご自分で苦労され、畑だった

のをワインオンリーにしてしまったんです。そのワインが個人的に大きくやろ

うと思っていなかったのが味もよく、みんな買うようになったので、間に合わ

なくって、そして、息子が東京農大醸造科を出て、後を継げるようになって、

相当いま増えたんでないだろうか。あのワインは北海道でも良いですね 

 

「温井事務所長」北海道もイタリアもよく似ているので、南の方は、いま気候

帯暖かく少し違いますが、北の方ですね、どこへいっても昔山だったところが

全部ワイナリー、ワイン畑、ブドウ畑、ぶどうがいま一番稼ぐんですよね。 

 

「質問者」昔、私の所も富良野がありました。 

「温井事務所長」是非おいしいイタリアの白ワインを飲んでいただいて、 

「質問者」昨日の飲んだんですが、もう一杯いただければよくわかったんです

けれども（笑） 

 

「八田団長」 

貴重な時間ありがとうございました。今後ともよろしくお願いいたします。 

最後に、今日はありがとうございました。 

 

第三日目 10 月 6 日 

ミラノ国際博覧会実施状況調査 

北海道の日オープニングセレモニー 11:10～12:20 

 

いよいよ、今日から 3 日間、ミラノ

万博会場で北海道の日フェアがはじま

る。応援団として、また、日本の食がど

のようにイタリアの人々に受け入れら

れているのか調査する。 

期限が 10 月 31 日までと 1 ヶ月を切

って、会場もたくさんの人でごった返し

ていた。

世 界 の

人種が集まっている。どこのパビリオンも長蛇の

列、しかし中には、パビリオンがオープンスペー

スとなっている国もあるという。幸い、日本館は

大人気で、イタリア館、カザフスタン館とともに

人気 3 館に入っているという。 
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一方、6 日から 8 日まで北海道フェ

アがスタートし、北海道産のおいしい

ものや自然の美しさ、文化など高橋知

事を先頭にしっかりと北海道の PR を

しました。 

特に会場の

日本館レスト

ランコーナー

では、寿司、

天ぷら、そば、

カレーライス

など特色ある

日本食が出されており、イタリア人をはじ

め多くの外国人がたどたどしい手つきで箸

と格闘しながら日本食に興じていた。 

しかし、我ら日本人からすると少々値段

が高いかなと思うのだが、温井 JETRO ミ

ラノ事務所長が話していたとおりイタリ

アで昼食代 14 ユーロ前後は普通という。

イタリアでの健康志向、日本食ブーム乗っ

てたくさんのイタリア人に食べていただ

けたことに大変興味を持った。 

聞いて見た人たち全員からおいしいと

の答えが返ってきた。北海道の日フェアの

期間中､楽しい催し物が盛りだくさん、北

海道特産物の試食会、試飲会は列をなして

いた。以下オープニングセレモニーの模様

を記す。 
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日本館 出店レストラン メニュー表 
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挨拶 高橋はるみ知事 

北海道知事の高橋でございます。北海道は、ここに書いてありますとおり日

本で一番大きな島、おいしい食材の宝島です。いよいよ今日から 3 日間北海道

の日を開催させていただきます。北海道からやってまいりました私たちみんな

が総力を挙げて、北海道の魅力、食、酒、自然、文化といったものを皆様方に

お届けしたいと思います。 

私たちの故郷北海道にはとってもおいしくて、安全安心な食材、また、自然

環境と調和を図りながら生活を営

んでいる先住民族のアイヌの人た

ちの文化、さらには海面一面が氷

で覆われる流氷などなど、本当に

たくさんのものがあります。 

ぜひこの会場に訪れていただけ

る皆さまに、こうした北海道に魅

力に味わっていただき感じていた

だきたいと思っております。 

そして、このミラノ万博を通じ
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て、ロンバルディア州ミラノ市の、イタリアの方々、さらには世界の人々が北

海道を訪れていただき、世界の方々と私たちふるさと北海道の交流がますます

盛んになることを期待いたします。 

それではこれから始まります。よろしくお願いいたします。 

 

挨拶 加藤達也日本館政府代表 

知事、議長、忙しい中お越しいただきました国会の先生、ありがとうござい

ます。本日、ここに北海道の食をはじめとする魅力を発信する北海道フェアが

開催されることに心からお祝い申し上げます。 

日本の食文化を PR することを全面的に支援させていただきます。北海道は、

皆さまご存じのとおり豊かな自然に囲まれております。また、豊富な農畜産物、

おいしい日本酒工場など、こういった産地として大変有名です。 

すでにアジア諸国を中心に多くの観光客の皆さんが北海道を訪れるため、人

気の観光スポットとして知られて

います。 

こういったものを研究する観点

から北海道の食は、ミラノで関心

を集めることになると思われます。 

今回のイベント開催をきっかけ

に、イタリアと友好交流関係が一

層深まりさらなる人的交流そして

ビジネス交流につながっていくこ

とを祈念いたしまして、簡単です

が、私からのご挨拶に代えさせて

いただきます。 

 

鏡開き 

髙橋知事･遠藤議長ほか 

日本館「北海道の日」催し物一覧表は、資料編に記載 
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北海道フェア オープニングセレモニー 18:00～ 

夕方、ミラノ市街にある「カッシーナ・クッカーニャ」、ミラノ市民の市場と

して古い建物を有効活用し、野菜、チー

ズ、ワイン、カフェ､レストラン並びに農

園があり、地域の広場としても活用され

ている場所に移して、北海道フェアが北

海道観光振

興機構の主

催で開催さ

れた。ここ

でも、北海

道産の和牛、ほたてをはじめラーメンや生ひやむ

ぎ、日本酒、ビールなどが振る舞われた。多くの

イタリア人から大反響をいただいた。ステージで

は、伊藤多喜雄と稚内南中ソーランのコラボがと

ころ狭しと披露され、会場は、北海道一色に染ま

っていた。以下詳細を記す。 

 

これより、北海道オープニングセレモニーを開

催いたします。私たちは司会進行させていただきます、アンジェラ・ラノーテ

と坂井志保です。 

今日は皆さんに、日本への旅をご案内したいと思います。とりわけ、日本の

最北端の北海道を存分にご紹介したいと思います。北海道は、ミラノと同緯度

にあり、四季折々の自然や食に恵まれた日本で

も有数の観光地として知られています。特に、

食に関しては自給率 200%超える食の王国と

して日本では大人気の地域です。 

本日から 8 日までの 3 日間、北海道の安全

安心な食や観光文化など、北海道の魅力をたく

さん紹介してまいりますので、どうぞよろしく

お願いいたします。 

 

主催者挨拶 山本邦彦北海道観光振興機構 

山本です、ようこそお越しをいただきました。

皆さまには、いま行われております万博会場日本

館・北海道の日とともに、今日から 3 日間北海道

を是非お楽しみいただければと思います。 

この北海道フェアですが、北海道が誇ります食

と観光を、ミラノの皆さまにご理解いただきこの
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北海道をご堪能

いただこうと考

えて観光振興機

構で計画いたし

ました。この後

さまざまな趣向

を凝らした北海道の芸能文化などをこの

機会に皆さまにお届けいたします。是非

お楽しみいただきたいと思います。 

本日この場で北海道フェアを開催できますことは、北海道髙橋知事をはじめ

道議会遠藤連道議会議長をはじめ各関係団体の

皆さま、また、北海道に縁のある多くの企業の皆

さま、それから道内の多くの自治体の皆さまより

いただきましたご

協力のたまもので

あると思います、

まずは、お礼を申

し上げ私の挨拶と

させていただきます。 

 

挨拶 髙橋北海道知事 

こんばんは。北海道知事の高橋です。北海道フェアがここミラノで盛大に行

われますことをお祝い申し上げます。 

北海道は日本列島の一番北にある日本で一

番大きな島です。イタリアと同じように、四

季がとても明瞭で、色とりどりの花が咲き、

そして希少な動物が生息しているなど大親善

の魅力にあふれています。 

また、世界トップレベルの雪質でのスキー

や激流の中のラフティング、さわやかな夏の

ゴルフなどバラエティに富んだアウトドアレ

ジャーが、農畜産物、新鮮でバラエティに富んだ水産物は皆さまにご満足いた

だけるものと思っております。ご来場の皆さまには、

この後北海道の秋を代表する食材の魚・しゃけを使

った郷土料理や、生産者の方が自慢の和牛のステー

キまた、北海道民が大好きなラーメンなど選りすぐ

りのメニューを提供させていただきます。 

また、日本の先住民族であるアイヌの人たち、そ

の多くが北海道に住んでおりますが、その人達の文
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化の紹介、そして芸能ステージイベントまた、

道内各地の PR など、さまざまな催しも行われ

ますので、北海道の魅力を存分に感じていただ

き、是非北海道にお越しいただければ幸いです。

皆さまのご来道をおもてなしの心で私たちは

お待ちをしております。 

終わりになりますが、今回のこのフェアの開

催に向けご尽力をされました山本副会長をは

じめ北海道観光振興機構や関係の皆さま、並

びにご参集の皆さまに心から感謝を申し上

げますとともに、

イタリアの皆さま

とのさらなる交流

の発展と北海道フ

ェアの大成功を心

からご祈念申し上

げ私のご挨拶とさ

せていただきます。 

 

乾杯挨拶 遠藤連北海道議会議長 

ボナセラ 皆さま今晩は。北海道議会議長の遠藤連です。 

今日からいよいよミラノ万博の北海道の日がはじまりました。 

今日私はオープニングセレモニーに行ってきました。何と 7 時間も待たされて

日本館に入場されるなど、大勢の方々が長

い行列をつくっていました。 

待たされて待たされて、やっと日本館パ

ビリオンに入って、すぐ入り口のところで

北海道の日のイベントをやっているので

すが、目を留めてくれない。ちょっと残念

でしたが。しかしここは、カッシーナ・ク

ッカーニヤでは待たなくてもいいですか

ら、北海道の料理をゆっくりと召し上がっ

ていただくことができます。パビリオンに行かな

くてもここのほうが、おいしいものが楽しめると

いうことです。それでは、これから乾杯をして皆

さんで北海道おいしい料理をたくさん召し上がっ

ていただきたいと思います。用意はよろしいです。

イタリア風に「サルーテ」（乾杯） 
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第四日目 10 月 7 日 

日本食品の消費動向調査 ユニオントレード㈱ 9:30～ 

食品輸入をしている現地法人「ユニオントレード㈱」を訪問し、日本担当の

尤叙さん（ユー）に話を聞いた。 

1985 年中国人オーナーにより創立され

た会社で、当初は中国からの食品や食材の

輸入を手がけていたが、品質などトラブル

が絶えなかったという。その後、2003年、

社名をユニオントレードと変更し、世界各

国から食品や生活必需品の輸入を開始し

たという。特に、日本からの食品輸入は、

品質の良さと 1999 年に起きた日本食ブー

ムの影響を受け、年々伸びている。 

倉庫店舗では事業者に対する卸販売も

されており、なかでも日本食の食材がたくさん見受けられた。また、一部日本

企業がタイや韓国に立地させた工場から

も輸入しているという。 

しかしながら、日本担当のユーさんは、

日本は知っていても「北海道」について

は、まったく知識がなく残念であった。

ミラノ万博を契機に EU 諸国では、日本

食や食材に対する意識が変わり、今後の

マーケットに期待を持っているともいう。

今後、早急に国内もみならず国外に向け

ての販路開拓について考えていかなけれ

ばならないと感じた。北海道のすばらしい特産品が一日も早く EU 諸国で流通

することを期待したい。以下調査内容を記す。 

 

「ユニオントレード」は、ミラノの隣町のビスキエア・ボロモーゼにある会

社です。ここから 10 分から 12 分で

着きます。この会社は 1985 年から、

ほとんどを中国からエスニックフー

ドを輸入していました。その後、マー

ケットを広げ社名を「チャイナトレー

ディング」から「ユニオントレード」

に変更しました。本日、日本食品の担

当責任者である中国人のユーさんに

会い調査します。 
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尤叙さん（ユー）日本担当 

この建物は事務所でして、食品倉庫は離れた

ところにあります。 

この会社は、1985 年に創立、社名チャイナトレ

ード、そして 2003 年にユニオントレードと変

更されました。倉庫の広さは、5000m2 で、事

務所の倍のスペースがあります。 

この 30 年間、毎年取扱量は増えてきていま

す。最初は中国から、現在は全世界のものを預

かっていますが、日本とは 1985 年からお付き合いがあります。特に、お酒、キ

リンビール、ヤマサは最初から取引があり、最近は日本の小さな会社とも取引

があります。 

1999 年にヨーロッパの全域で和食ブームがはじまりました。それ以前にはミ

ラノには、和食店は 7 店しかなかった。そのオーナーはすべて日本人でした。 

この会社の創立者オーナーは、1990 年大聖堂「ドーモ」近くに「ぜん」とい

う店を開いてもいました。現在ミラノには日本食店舗約 260 店あります。オー

ナーは、日本人だけではあり

ませんが 95％が中国人の経営

です。ミラノに中国人は、5

万人、日本人は 2000 人しか住

んでいません。 

日本人経営の和食店は、高級

なもので、安いところは中国

人が経営しています。 

いま日本食材の取り扱いは、

35%日本から輸入されていま

す。日本との取引は、キリン、

サッポロ、ヤマサ、キッコー

マン、SB、ミツカンで、イタリ

アでは我が社が総代理店契約

をしている権利である。この会

社の考えは、すべてのミラノの

日本店に日本のものを出した

い、本物を出したい。オーナー

は中国人ですが、社長は日本の

ものだけを出したいと考えて

いる。もちろんすべての食材は、

タイ中国からのものもあるが

95％は日本製のものです。 
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タイや中国といっても、日本のメーカーが現

地でつくったものを輸入しており、たとえば、

味の素は、タイで餃子をつくっています。アメ

リカからは、すし用のコメとお酒を輸入してい

ます。これも日本の企業です。もちろん日本か

らも輸入しています。なぜ、アメリカから酒を

輸入しているかというと、税関と税金の課題が

あり、アメリカのほうが簡単である。日本から

は手続きが難しかった。しかしいまは法律が変

わったので、日本からもお酒が入るようになり

ました。 

会社はケーキとかお菓子を日本から輸入し

たいが、材料で色々なトラブルがあるのででき

ないので、ヨーロッパでは、難しく残念です。

また、かつおぶしを手に入れたいが、ヨーロッ

パでは輸入できないので、韓国の会社から買い入れます。 

今年から和牛を輸入しており、JA 群馬からです。いまミラノの店 20 店で和

牛を出している。まだ、始まっ

たばかりなのでうまくいくかど

うかわかりません。それでは、

どうぞ質問してください。 

 

「質問者」日本の北の北海道か

ら来ました。北海道には農産物

や海産物があります。北海道の

もので手に入れたいと思ってい

るものはありますか。北海道の

お米、日本酒、「ホタテ」などい

かがですか。 

「尤叙さん（ユー）」 

いま、北海道の「こんぶ」を「林田」という会社と築地マーケットから輸入

している。北海道と取引がないのでわかりませ

ん。「ホタテ」を扱っているが、カナダとアメリ

カから輸入しています。 

日本の企業は、ホタテをヨーロッパで売ること

ができない。資格がないから。 

アメリカ、カナダは、昔から貿易をしているの

で資格を持っている。日本は持っていないので、

むずかしい。 
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「質問者」あらたに資格を取ることは簡単ですか。 

「尤叙さん（ユー）」はい 

 

「質問者」どういった条件でどうすればいいのか。

ユニオントレードと直接取引か。 

「尤叙さん（ユー）」 

もちろん小さい会社なら難しいが、ヤマサやキ

リンのように大きな会社なら大丈夫です。その他、

石本、国分、昭和貿易、吉川を通じて、こうした会社からでも大丈夫です。 

 

「質問者」「ホタテ」、「かつ

おぶし」はハサップのことで

難しいのか。アメリカ、カナ

ダは 

「尤叙さん（ユー）」 

食べ物の場合は、ヨーロッ

パ以外アジアから輸入する

のは検査は厳しいので、アメ

リカ、カナダは厳しくない。

小さい会社は資金がかかり

すぎるので難しく、大きな企

業を通じて取り扱った方が

いい。もし少しのロットだけでは難しい。お酒、しょうゆ、お米はたくさん買

いますから、問題ないが。「ホタテ」などたくさん買えないので難しいのでは。 

 

「質問者」日本産と中国産との価格差はどこま

で 

「尤叙さん（ユー）」 

この会社のオーナーは、中国人で 50 年前から

ここに住んでいる。中国とあまり取引をしたく

ない。いまは日本や南アジアにむいているので

中国産には興味がない。例えば、日本のお茶は、

日本からしか買わない。昔中国から買っていたが

トラブルが多発したため、もうやめた。 

しかし、枝まめ、インゲン、のり、がりだけは

中国から買います。もちろんのりは、日本からも

たくさん買います。少量だけ中国から買います。

中国産のものは以前からトラブルが多すぎたので

買いたくない。この会社のモットーは、正規品を
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法律を守って輸入することとしている。 

 

「質問者」北海道からほしいものは 

「尤叙さん（ユー）」先週、深川市長の山

下さんと JA の宮森さん、早崎さん、鷲尾

さんたちが深川米の営業に来ました。 

 

「質問者」社長は北海道に来たことはあり

ますが 

「尤叙さん（ユー）」残念ながら、いいえ 

 

「質問者」中国、台湾、韓国にすると北海

道はブランドです。 

「尤叙さん（ユー）」私は 2010 年には日本

に行きましたが、北海道には来ていない。

2 週間滞在したが、東京から関西、その後、盛岡、青森に行きました。ホタテの

関係で盛岡へ行きました。 

 

「質問者」イタリアで北海道がブランドになりそうですか 

「尤叙さん（ユー）」スキーをするイタリア人にはいいと思う、食べ物について

は、期限がないので可能性はある。 

 

「質問者」東日本大震災でマイナスイメージだ

ったが今はどうですか 

「尤叙さん（ユー）」最初の報道はショックだっ

た。最初 1 か月間、情報がなく不安だった。一

度は禁止されたが、大きい企業、キッコーマン

は、オランダでつくっているので大丈夫だった。

当分の間、お酒もアメリカ産、のりも日本産を

買わないで中国産しか買わなかった。 

「質問者」今は？ 

「尤叙さん（ユー）」中国産 50%、日本産 50%。最近イタリアで「のり」を使う

人が多くなった。2 年から 3 年前では「のり」を

知らなかった。中国産と日本産では価値が 3 倍

違います。 

 

「質問者」お酒は、ここ 1 社だけの取引ですか、

どのぐらい扱っていますか 

「尤叙さん（ユー）」お酒は 150種類扱っている。 



- 67 - 

 

これまで日本の酒のことをイタリア人は知らなかった。EXPO のおかげでお

酒のイベントがあって、EXPO フェアで日本酒が紹介された。4 月に日本サロン

が開催され、イタリア人はお酒を気に入った。大成功でした。 

 

「質問者」お米と一緒にお酒もお願いします。 

「尤叙さん（ユー）」お米は日本から輸入していない。お寿司の米は全部イタリ

ア産、以前はアメリカ産でしたが、イタリア産の寿司米は安くクオリティは悪

い。日本産はすばらしいと思う。 

 

「質問者」和牛をはじめられたというが。 

「尤叙さん（ユー）」群馬県からです。 

 

「質問者」それは、こちらから指定ですか、

それとも日本の商社指定ですか。 

「尤叙さん（ユー）」JA からですが受け入

れしました。私はまだ和牛のことはわから

ないが、和牛はヨーロッパで売りたいと考

えている。9 月に一週間試食会を 300kg、

ミラノのトップ 10 店で実施しました。和食店のほかイタリア料理店でも参加し

ました。いまは、ちゃんとしたイタリアレストランでも取り扱っています。群

馬産和牛です。 

和牛はお金がかかったが、まだ、イタリアでは経済状況が良くないことから、

消費動向がどうなるか難しく、また、和牛は普通より高いのとイタリア人が好

きか嫌いかわからないので判断出せない。 

 

「質問者」北海道にもサミットで各国首脳が食べた白老牛というおいしいのが

ある。 

「尤叙さん（ユー）」はい。それでは倉庫を案内します。 

 

｛倉庫には｝ 

とろけるカレー・ゴールデンカレー(SB)、ヤマサ醤油、キッコーマン醤油（オ

ランダ産）、わさび(SB)、ほんだし、一味、

とうふ・油あげ(信州味噌)、西山ラーメン、

おかめ納豆、本みりん、胡麻ドレッシング、

穀物酢、うすくち醤油(丸大食品)、月桂冠ほ

か日本酒 150 種、お多福ソース、だしの一斗

缶、キリンビール、サッポロビール、アサヒ

ビール ETC 
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ユーロスター新幹線(ミラノからフィレンツェへ) 12:15～13:55 

 

 ミラノの調査を終え、12:15 ミ

ラノ発のユーロスター新幹線で

フィレンツエ（到着 13:55）に移

動する。この間、時速 295ｋｍで

走るユーロスターは乗り心地も

良く、車内サービス、飲み物や新

聞など充実していた。 

13:55 フィレンツェに到着し、早

速、郊外のアグリツーリズムを実

践しているペッチョリ村に向か

ってバスで移動する。 
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アグリツーリズモ スローフードの先進事例調査 15:30～17:00 

アルベルゴ・デフィーゾ(限界集落再生の取組) 

今回、イタリアにおいて人口減少問題に対する限界集落の取組の一つとして

アグリツーリズムの先進事例を調査する。 

トスカーナ州のアグリツーリズモを実践している「アルベルゴ・ディフーゾ」

協会のマッシモさんをペッチョリ村（コムーネ）に訪ねた。 

アルベルゴとは、「宿泊施設」、ディフーゾとは、「点在している。」という意味

だそうだ。ペッチョリ村は人口 4800 人、中心部には 1000 人(事前調査の数値)

が住んでいるという。小高い丘の上にある街の歴史地区に、点在する宿泊施設

が 10 ヶ所、3 つのレストラン、観光案

内所などがあった。 

1976 年、北イタリアを襲ったフリウ

リ地震により、人々は田舎から都会に出

て行ってしまったという。その活性策と

して点在している空き家に宿泊部屋や

食堂部屋を再生し村の中で土地柄豊か

な食事を提供し、あたかもそこの住民と

して生活するかのように滞在できるよ

うにしたのである。 

その結果、すばらしい田園風景や新し

い発見を求めて北欧などから多くの観光客が来るようになったという。歴史や

景観を守るとする人々の心に触れた調査であった。以下調査の詳細を記す。 

 

ペッチョリ村の取組み マッシモさん 

これから、歴史地区の街にいきますがエレベーターでいきます。お菓子屋さん

で全体の話をして、実際にアパート、

宿泊施設を見ていただいて質問をい

ただければと思います。 

ここはペッチョリ村です。ここの

人口は 2000 人です。ほとんどの住民

は、このあたり、戦後 1960 年代に造

られた新しい地区に住んでいます。

これから行く歴史地区には 500 人ぐ

らいしか住んでいません。その歴史

地区にアルベルゴ・ディフィーゾを

つくりました。 

歩いている途中で、たまたまマッシモさんのお父さんに会いました。三輪車

を運転していて 50l のブドウ容器を積んでいました。三輪車はこうした小さな村

を走るには、とても適しているそうです。 
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この地区のブドウの収穫は終わったばかり

で、ブドウを仕込んでいる最中です。今年は暑

かったので収穫も早かったそうです。マッシモ

さんのお父さんは自家製のワインをつくって

います。衛生条件を守っています。 

もし、マッシモさんのお父さんがつくったワ

インがほしい場合は、衛生条件があるので先ほ

どの 50l の瓶すべてを買わないとだめだそうで

す。普通瓶に入ったボトルワインは、基準がうるさいのです。 

こちらの上の方が古い町です。もともとはお城でした。こちらの上の方の歴

史地区はお城があって回りが全部外壁に守られていました。 

いま私たちがいるところは駐車場です。3

階建ての駐車場で、歴史地区に住んでいる

人たちはみんな地下駐車場に車を止めて、

上の歴史地区の方に行きます。入り口はむ

こうからはいります。約 300 台車を止めら

れます。 

エレベーターは定員 13 人ですので、全

員入れます。ペッチョリ村のサービスです。

ここの宿泊施設を利用する観光客の

場合は、1 週間で 15 ユーロ払えば、

ここの駐車場を使うことができます。

車がないと不便ですから。 

 

古い歴史地区へ行きます。トスカー

ナの田舎の風景と生活を楽しむので

す。ツーリズモには観光といういろい

ろな形があります。文化的なことを求

める人たちは芸術都市フィレンツェ

やピサの街に行きます。ワインを楽しみたい、おいしいものを食べたい人たち

は、このような田舎に来るんですね。 

北ヨーロッパの人たちは、1 週間ずっーとト

スカーナに滞在します。これはだいたい 20

年前からはじまったツーリズモです。 

「エノ・ガストロノミコ」はエノとはワイン、

ガストロノミコとは食べ物でおいしいもの

という意味です。そういうものを求める人た

ちは、この村の中ではなくて、田舎の方を昔
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の農家があったようなアグリツーリズムを求め

ます。 

そういう人たちは、1 週間といってもレベル

が高いところですね。3 つ星ホテル 4 星ホテル

などの設備があるところ、そういうところに 1

週間、レンターカーを使って、だから、1 日は

フィレンツェに行って、ピサにいったり、夜に

は戻ってきて滞在するという。 

このあたりにも 100 戸ぐらいアグリツーリズモがあります。このワインやお

いしいものを求める観光客たちは、街の中ではなく、自然の中を求めてくる。

そこの特有性を求めてくるのです。だか

ら喧騒的な街を求めるのではなくて英語

も何も通じないようなところ、そんな田

舎を求めて来るんだそうです。イタリア

語で「ありがとう」と「さよなら」しか

解らなくても、でもそれで田舎の静けさ

をそれがすばらしい体験なんですね。 

 

それから、このアルベルゴ・ディフーゾ、

ペッチョリでは最近 3、4 年前からはじまっ

た形で、まだ実験の段階です。街の中の高

級なホテルはいやだし、アグリツーリズモ

で田舎の半分農家で半分宿泊施設を 2、3 回

経験しているような人たちが新しい経験と

して歴史的な村の中に滞在したいと体験を

求めて来るのです。 

ペッショリはすごく規模は小さいんです

が周りの人たちやそしてその文化に敬意を

表している人たち、本当にイタリア人を知りたい、イタリアの文化を知りたい、

イタリア語を話してみたいという人

たちが来てくれるのです。 

 

「質問者」この建物はいつごろのもの

ですか 

「マッシモさん」400 年から 600 年前

の建物です。ただ、村の中にあるお城

は 1000 年前に造られた建物です。こ

れが唯一のルネッサンス時代に造ら

れたものです。16 世紀ですか。その
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他の建物が中世時代の建物です。だからもっと古いのです。 

 

「質問者」水道と下水道はどうなってますか。 

「マッシモさん」水道も下水道も地下にあり

ます。水道も家庭の排水も地下にあります。

排水も浄化槽に集められます。 

こちらが、アルベルゴ・ディフーゾの宿泊

施設です。このように標識を出すのです。サ

イトの方に入って予約することができます。

外の修復は忠実に進めていき、室内も新しく

修繕します。 

こちらの方が中世の村の入り口だったそうです。「ポ

ッタカライヤ門」といって昔荷車がボルテーヤという

街に向かっていたそうです。この門と反対側の門があ

ります。完全に閉ざされた街だったのです。 

 

 これがお菓子屋さんです。こちらが街の中心で広場

になります。この広場に 3 つのレストランがあります。

アルベルゴ・ディフーゾは、アパートメント方式にな

っていて、台所もありますので、自分で食材を買って

きて調理できるし食べることもできる、そうで

なければ、広場のレストランで食べることもで

きます。 

 

「質問者」この教会はいつ頃のものですか 

「マッシモさん」12 世紀の教会になります。

この鐘撞き堂は、1880 年に完成した建物です。

新しいものです。 

これはお肉屋さんです。そこはたば

こ屋さんです。向にはたくさん商店が

あります。ただ、日曜日は全部閉まり

ます。 

ここに来る観光客は、下の駐車場に

車を止めて村に入ってきて、車を全然

使わないで村の生活を楽しむことが

できます。 

アルベルゴ・ディフーゾにもいろい
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ろなスタイルがあって、朝ご飯だけとか、三

食付きだとか選ぶことができます。たとえば

朝ご飯だけの場合にはこちらの村の歴史的

なお菓子屋さんでイタリア式の朝ご飯を楽

しんでもらうことができます。では、ここで

休憩にしましょう 

 

お菓子屋さんで、マッシモさんから話を聞く 

「質問者」軌道に乗るまでにはどのくらいか

かりましたか。 

「マッシモさん」2014 年 5 月から始めました。アパートメント施設が 12 あり

ます。アパートメントという施設は、こちらのアルベルゴ・ディフーゾという

組織のものではなく、彼らもこの組織のお客さんであります。アルベルゴ・デ

ィフーゾ協会に電話をかけて、空き日

程をお知らせすることにより登録され

ます。12 のうち 2 つは個人的に動いて

います 

こちらは小さな村ですが、ツアーオ

ペレーターのようなものです。その名

前が「アリアンナ・フレンツ」、最初、

ワイン、おいしい食べ物を食べること

を中心にオーガナイズしました、2007

年から正式にツアーオペレーターとし

て創設されました。 

アリアナ・フレンツは、こちらで生まれたツアーオペレーターです。最初は、

ツアーサービスからスタートしてトスカーナの場所や食事、ワインを中心にツ

アーをして、それから、同じ考えを各施設の方でも適合させようとしました。

そこで考えたのが、アルベルゴ・ディフーゾ協会と提携して活動を行っていく

ことだったんです。いまアルベルゴ・ディフーゾ協会に所属している街は、ト

スカーナ地方に 7 つあります。 

 

「質問者」どこのお客さんをターゲットに

したのですか。 

「マッシモさん」対象にしている人たちと

は、大きな街や歴史的な街を経験している、

田舎のアグリツーリズモを経験している

人たちでもっと違う体験をしたいという

人たちだったんです。イタリア人も外国人

もいるんですが、イタリア人の場合は少な
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い。特にイタリア人の場合は、夏ではなくて

冬に来るんです、それも週末だけです。 

北ヨーロッパの都会に住んでいる人たち

が興味を持ってくれました。だから、田舎の

生活を知りたい、スゥエーデン、ノルウェー、

デンマーク、ベルギー、イギリスからの人た

ちが多く、フィレンツェやピサには空港があ

りますから、飛行機で簡単に来ることができ、

週末にお休みを入れて 3 泊、4 泊できるのです。 

 

「質問者」この村の人たちが、アルベルゴ・ディフーゾに入ろうとしたのか。

イタリアの政府から補助金が出ているのか。 

「マッシモさん」このアルベルゴ・ディフーゾという協会は以前からありまし

た。そこに加入しようとしたのはマッシモさんが働いているアリアンナという

ツアーオペレーターです。アリアンナさんが会長です。そこでマッシモさんは

働いており、彼が、ペッチョリの中にあ

るアパートメントをアルベルゴ・ディフ

ーゾ協会とネットワークさせることによ

りスタートした。マッシモさんは企画す

る方です。 

イタリア政府から、「アルベルゴ・ディ

フーゾ」をつくるための補助金は出てい

ません。ただ、古い建物を修復するため

の補助金は出ています。しかし、修復さ

れた建物がアルベルゴ・ディフーゾ協会

に入るわけではありません。 

 

「質問者」ここに 200 人ほどが住んでいますが、仕事はなんですか。 

「マッシモさん」こちらの住民は、アルベルゴ・ディフーゾ以外に、ちゃんと

職業を持っている人たちです。フィレンツやピサなど大きな街の方に仕事を持

っています。 

先生、学校の教師、ピサの近くには工場

地帯があるので、そこで働いている人たち。

アルベルゴ・ディフーゾというのは、空い

ている施設を使って、第 2 の収入源として

とらえています。 

アルベルゴ・ディフーゾは街によっては、

トスカーナ州から、それをつくるための補

助金をもらって、新たなものをつくったと
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ころもありますが、ペッチョリでは、アパートメントとして使える施設があっ

たので、補助金はもらっていません。 

こちらの古い家屋の持ち主の 70%～75％の人たちは、下の住宅街に家を持っ

ています。 

「質問者」小中学校は 

「マッシモさん」小学校中学校があります。

バス降りたところが中学校の前でした。村の

中には小学校あります。高校は、隣町のポン

テデーラまで行かなければなりません。ピサ

には大学があります。 

ペッチョリ村は、大きさとしても、いろい

ろな条件からもアルベルゴ・ディフーゾをつ

くるには良い環境にありました。アパートメ

ント施設が 10 以上あったことやいろいろなお店があったこと、いろいろなサー

ビスが提供できる状況にありました。 

アルベルゴ・ディフーゾもいろいろな

形があって、新にアパートメント施設を

造らなければならないところは大変で

すし、いろいろなサービスもつくってい

かなければなりませんでした。でも、ペ

ッチョリには一つのコミュニティーと

して形成されていたから、新につくる必

要はなかった。アルベルゴ・ディフーゾ

というのは、街ごとに違う形態で、街ご

とに特有な発展をしています。 

 

「質問者」国税金は高すぎないか 

「マッシモさん」高すぎると思います。国の税金と地方の税金を足して 64％か

ら 67％になる。消費税だけで 22％です 

「質問者」日本では、消防法がうるさくて、難しいが。 

「マッシモさん」今のところはアルベルゴ・ディフーゾの施設については厳し

くない。1 つのアパートメント施設に消火器が

ある、停電したときに必ず電気がつく、それぐ

らいです。これはまだ新しい動きなので、今後

法律はだんだん厳しくなってくると思います。

ですから、いまから施設を造りたい改装したと

いう人たちには、マシモさんは、ガスを使わな

いで電気を、電気ボイラーや、エアコンも付け

た方が良いといっている、しかし、いまは義務
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ではありません。 

英語版パンフレットがありますが、こちらのほうでは、

いろいろな催し物をしています。毎週火曜日には朝市が立

ちます。その時に街を散策するツアーを無料で実施してい

ます。来ていただいたお客様には、2 つのクーポン券があ

ります。１つは、お菓子を無料、2 つ目は、バーでワイン

を 1 杯飲めるのです、村人と一緒に過ごすことをしてもら

いたいのです。 

 

「質問者」稼働率はどのくらい。 

「マッシモさん」あまり多くないのですが、今年は 4 月か

ら 9 月で 333 人です。すでにハイシーズンは終わっていま

す。昨年は 200 人以下でした。特に気がついたことは、北

ヨーロッパの人たちです。最初は予約二晩だけ。その後、気に入ってさらに連

泊してくれました。トスカーナには有名な

芸術都市があるのですね、ピサ、フィレン

ツェ、シェーナ、ここからだったら、それ

ぞれ1時間かからないぐらいでいけますし、

自然も豊かですしね。 

 

「質問者」よくこのような風景が日本の雑

誌にでているが日本人は 

「マッシモさん」トスカーナは、ほかの州

と比べると自然も豊か、小さな村もたくさんある。芸術がある、恵まれた状況

にあります。 

アルベルゴ・ディフーゾは、使いたい人たちにとって、すごく安いんだそうで

す。一年間で何回も海外旅行する、で、最初は芸術都市、高いお金を払ってホ

テルに泊まって、こちらでしたら、家族全員で 1 泊

70 ユーロぐらいからだそうです。 

だいたい、ひとつのアパートメントには 4 つのベッ

ドがあります。 

 

「質問者」全然儲かんないのじゃないですか。 

「マッシモさん」これまで使われてないアパートな

んですね。というのは、持ち主にとってはセカンド

ハウスなのです。で、セカンドハウスを長期間滞在

する人には貸したくないのです。長期間貸すとその

滞在する人は、長期滞在許可証や住民登録するので

す。そうするとなかなか追い出せなくなります。 
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このようなアパートメント施設を 1 ヶ

月間フルに貸すと、320 ユーロから 400 ユ

ーロにしかならないのです。ところが、一

泊 70 ユーロ、それを 1 週間貸すと 490 ユ

ーロになりますよね。だから冬は自分たち

が使用します。とうまく条件を課してやっ

ています。 

こちらの所有者は、このような観光客を

好むのです、実は、北ヨーロッパの人たち

は丁寧な扱い方をしてくれるのです。ですから、お互いがウインウインになる

のです。 

これからアパートメントを実際に見てもら

います。 

 

実際に街を散策して 

テラスがあって景色がすばらしいんです。今

日はお客様が入っています。一週間で 456 ユー

ロです。7･8 月で 640 ユーロです。 

３つアパートがあります。ノルウエーか

ら泊まっているお客さんがいます。 

上の方はドイツ人のお客さんです。このア

パートメントはテラスがあって、空間が良

いので、いつもいっぱいです。北欧の人た

ちは、日に当たるところを好みます。 

 

マッシモさんは、まだ日本に行ったこと

がないのです。 

これは、戦争の時に壊されたあとです。 

ナチと連合軍との戦いがあって、これはアメリカの爆

弾で壊されたものなんです。当時、ほとんどの街はナ

チが支配していました。 

教会の塔は、アメリカに完全に壊されました。 

 

これは、修復が終わったばかりです。アパートメン

トが 3 つあります。そして、アルベルゴ・ディフーゾ

に入りたいとのことです。 

「質問者」地震があるのか 

「マッシモさん」北の方は地震があるが小さくて、南
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の方が大きいのがきます。 

 

「質問者」雪は降りますか 

「マッシモさん」雪は降りません。1 年に 1 回 2 回ぐらいかな、2010 年に雪が

降りました。 

この人達は、特に、年寄りの人たちは外の世界を知らない。外の人を見ると、

それぞれを評価してもらっていると感じているのです。 

こことあと 6 つには、エアコンがついてます。その他は付いていません。 

彼らはエアコンを付けた方が良いよといっている。 

なかなかうまくいか

ないのです。エアコン

がないとお客さんが

入らないのです。ここ

は 8 名泊まれます。 

アルベルゴ・ディフー

ゾですが、住民の中で

暮らしていくという

ことを、モットーにしているのです。お隣の食事の香りが漂ってきたりするの

がとてもいいのです。銀行で ATM があります。食料品店です。 

パン屋さんのパンはおいしいですよ。 

ここに来る観光客はここのバーやスーパーで

買い物をして生活を楽しんでいます。 

この町では、バーに寄ってきて楽しむので

す。いまは年寄りが多いのですが、夜には若

者が帰ってきて、一杯やりながら楽しむので

す。ここが、

村の応接間

です。やっぱ

り、ここは小さな村だから、広場のスペースが

良いですね。 

 

レンタカーできた外国人です。明日のサイク
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リングのため交通がわからなくなった。 

ここツーリストインフォメンションでは、

インターネットが無料で使える。いろいろな

情報やコンサートチケットも買うことがで

きます。 

これもレストランで、トスカーナ地方のおい

しい食事が食べられます。 

 

もう一つ見せたいアパートメントがあります。 

ジョルジュさん経営のアパートメントをみせてもらう。2 人用のものです。 

中もトスカーナ地方の典型的な木とレンガを使っています。200 年から 300 年

前の建物で構造は、昔のままです。ジョル

ジョさんはここに泊まるお客様にはサービ

スとして駐車場のカードを渡して、村の自

分の場所をただで貸しています。 

ペッチョリには、非常に大きな企業があ

って、先ほどコンピューター化され大きな

アパートメントは、その企業と街が一緒に

ペッチェリの駐車場を造ったのです。 

産業廃棄物工場を運営する会社が造った

のです。トスカーナ州では産業廃棄物の処理場

は 5 つありますが、そのうちの一つがここペッ

チョリにあります。ここから 20km 離れたとこ

ろにあります。そのほか老人施設や 2 つの博物

館も建設しました。もちろん建設したのは町で

すが、その財源は会社から出ています。毎年企

業から寄附がもらえます。 

 

「八田団長」 

マッシモ・パスクワッテさん、ありがとうございます。 

 

第五日目 10 月 8 日 

アグリツーリズモ スローフードの先進事例調査 

ダリオ・チェッキーニ肉店 10:00～13:30 

 

この日は、アグリツーリズモ・スローフードの

先進事例調査のため、パンツァーノ村の「ダリオ・

チェッキーニ肉店」を訪問した。18 世紀に創業し

250 年の歴史のあるダリオさんは 8 代目のカリス
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マ肉店主である。 

ダリオさんは、トスカーナ地方の肉の切り

分け方だけではなく、世界中の切り分け方を

学んだという。その結果、独自の自分なりの

やり方を編み出し、トスカーナ地方の伝統的

なやり方の上に立って、職人としての技術力

を高めた。 

トスカーナに伝わる言葉として、「人は「木」

のようでなくてはならない。」つまり、木はし

っかりと地面に根付き天高く伸びていく。す

なわち、人間は地域の伝統にしっかり足を根

付かせ、頭は、柔軟に自由に上に伸ばしてい

く。現代にあった方法で頭を使っていくとい

う。ことに気がついたという。 

ダリオさんが経営する 3 つのレストランに

も、私たちが視察している間、ひっきりなし

に観光客や視察団が訪れていた。 

一方、近くにワイン畑、オリーブ畑を経営

するジョバンニさんとも協働で、アグリツーリズモを実施している。ワイン畑

には真っ白で 2 トンにもなるキアーナ牛を放牧、ワイン畑に植生した牧草を食

べさせ、排泄物を土に返すという有機栽培を実践している。ジョバンニさんは

ワイン製造工場も経営し、生産されたキャンティワインの 95%は輸出用であり、

一部日本にも出しているという。また、「B&B」

も経営しているという。 

ダリオさんの妹マリーナさんが経営する

「お土産ショップ」と「B&B 宿泊施設」もあ

り、ダリオさんが経営するレストランやジョ

バンニさんのワイナリーなど協働して、アグ

リツーリズモを実践している。以下調査内容

を記す。 

 

ダリオ・チェッキーニさん 

今年の 2 月に日本で肉のフォーラムがあり行

きました。そこで肉屋についてのプログラムが

あり世界中から生徒が集まっており、世界中の

肉について勉強し教えました。その中に 10 名の

日本人がいました。そのうち 2 名は子どものよ

うな大切な生徒です。ここチェッキーニに来て 1

年間勉強をしたんです。 
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男は、「ゆうすけ」、女は「まいや」です。ゆう

すけは、東京でレストランを経営しています。 

まず、肉屋やレストランの中を見ていただき

ましょう、あとでまたお話しいたします。 

 

私は 21 歳です。案内します 

下の肉屋でダリオが肉をさばきます。ダリオ

は 8 代

目 250 年続いているお店の店主です。3

つあるレストランでそれぞれ違う肉を

食べます。ここは、T ボーンステーキ（12

番）を食べるところで、骨付きの一番

おいしいところです。 

天気が良いので外でも食べるが、そこ

はハンバーグを食べるところ、もう一

つは、ソロ・チッチャで、その他の肉

を 食

べるところです。 

食事は、みんなで楽しく食べることで、こち

らの方では、肉ばかりでなく、ベジタリアンに

も食べてもらえる料理を出します。ダリオさん

の考えは、すべての肉をおいしく食べていただ

くことにしています。 

オリーブオイルも作っていて、ダリオさんの

横顔が写っています。週に 1 回、ここで使うソ

ースも作ります。パプリカで赤いソースを。こ

れは、ローズマリの香りです。松のようですね。 

今日は、ソロ・ツチッチャ（ソロはお肉だけ。

チーチャはお肉）その他の肉を食べます。 

T ボーンステーキは 50 ユーロで、ハンバーグ

は 15 ユーロです。 

こちらのレストランは、ソロチッチャとい

います。ソロチッチャとは、ソロはその他の

という意味で、チッチャはお肉という意味で

す。 

ここからの景色は、本当に綺麗ですよ。昔

の石造りの家を改造してレストランとして使

っています。小さな部屋が地上から地下まで、

れんがづくりで、昔地下室は、ワイン、オリ
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ーブ、ハム、サラミ、肉を保存しておく場所でした。 

ここが厨房です。向こうの人はワインを飲んでいま

す。それぞれ肉屋、レスト

ランを見ていただきまし

たので、これからおやつを

食べましょう。 

 

｛ダリオチェッキーニさん｝ 

私は、トスカーナの肉の切り分け

方だけではなく世界中の切り方を学

びました。その後自分のやり方を創り

ました。トスカーナの伝統的な職人と

して技術を高めました。古代からの伝

統的なシンボルはトスカーナには根

付いていて、それは「木」なんです。

古代の民族は、人間は「木」のようで

なければならない、といわれていた。

脚は、しっかりと地に据えて頭は空の

上に伸びていく。これが自分の働くと

きのモットーです。自分は伝統に足を付けている、それが豊にしてくれる、で

も頭は自由でないとだめです。 

伝統に根付いているが、現代にあった方法

で頭を使わなければならない。だから、肉の

部位を最高の条件で使う方法を考えて、2 つ

レストランを開きました。 

そこではステーキ肉だけでなく。動物のす

べての部位を使う料理、一つはチッチャ、す

べての部位をだすところ、昼食取るところで

いろいろなお肉を経験するところ、そして、

お肉の一番おいしいところを食べ勉強すると

ころなんです。この考え方は、非常に評判と成功を呼びました。 

 

「質問者」乳牛を絞りきって廃牛にして、肥

育してやるぐらいの価値はということですか、

日本では若い牛ほど珍重されるのですけれど

も。 

「ダリオさん」それは世界的な考え方だと思

いますね。ただ、成牛になっていけば行くほ

ど、牛は肉の味が出るんです。 
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私はダリオ肉屋をしていますが、こちらのジョバ

ンニさんとプロジェクトを実施しています。一緒

にプロジェクトを進めていくということは、一つ

のコミュニティの中で働いているということで

す。 

パンツア

ーノは最初

の有機栽培の街で、イタリアで最初に有機

栽培を政府に認められているのです。 

質の良いワイン、質の良い肉を作るため、

牛を育てている。協同でコミュニティをつ

くること、そのことによって、それを求め

てくる観光客がやってくるのです。そして、

コミュニティ全体の生活が豊になっていく

のです。 

妹のマリーナさんは、自然の製品を扱った店の経営と B&B も経営しています。

ダリオお肉屋に来た人たちは、マリーナ

さんの B&B に宿泊して、マリーナの店

で買い物してレストランで食べる。 

また、ジョバンニはワインを作ってい

るので、彼のワイナリーに飲みに来た人

は、飲んだ後、こちらに来て買い物をし

て、パンツアーノのダリオのレストラン

で肉を食べて帰ります。ジョバンニは、

アグリツーリズモも経営していて、そち

らの方に宿泊していく。こういう形がコ

ミユニティの中で交換が行われていくのです。 

だから、一番大切なのは、小さな共同体を強くすることです。小さいコミユ

ニティに生命を与えて活かしていくことです。 

日本の私の弟子達は、ダリオさんのことを「チェッキ

ーニはダリオ一人しかいない。」で、「チェッキーニさん

はパンツァアーノにしかいない。」というそうです。こ

れは私たちにとって大切なことだと思います。私たちの

基本は、ここにあり、ここに住みたい。だから皆さんの

ようにほかの土地から来た人たちには、「ようこそパン

ツァーノにへ。」いえるのです。私たちは、パンツアー

ノの人間ですから。 

私たちは機会があれば、北海道にも行きたいです。あ

なたたちは北海道の方なんですからね。 
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「質問者」何気なくね、お肉を食べただけでも、このお話を聞いて帰ったら、

ゆっくり味わって、あの、パンツァーノのダ

リオさんを思い出しながらお肉を食べたい

と思います。 

「ダリオさん」日本にも、すばらしいお肉屋

さんはたくさんあります。みんなで昔から伝

統を守っているお肉屋を助けないといけま

せん。だから、すべていまの世界というのは、

大きな産

業に向か

っていくものと、小さな職人さんたちがいる、

二つの両極に別れていると思います。 

私は、大きな産業に関しては、何も嫌悪感

も持っていません。だけど、私たちは職人の

一人だと思っています。だから、これが私た

ちの人種なんですね。だから、私たちの生活

というのは、お金は少し、でもすばらしいた

くさんの価値を大切にしていかないといけないと思います。 

 

「質問者」いや、大変勉強になった。 

「質問者」ジョバンニさんの息子ですか。 

「ジョバンニさん」息子です。 

 

「質問者」一緒に働いてるのですか 

「ジョバンニさん」息子は、いま大学生で

ワイン研究の勉強をしています。 

 

「質問者」跡を継ぐのですか 

「ジョバンニさんの息子」後を継ぎます。 

 

「質問者」回りの農家にも後継者がいないということはありませんか 

「ダリオさん」だから、次の世代を育成しています。すばらしいインスピレー

ションを与えれば次の世代の人たちはやってきます。 

僕は若いときに日本の弓道をやったことがあります。一番大切だと思ったこ

とは、中心は自分にある。その回りは調和なんです。調和が一番採れたときに

的の中心を射ることができるのです。 

 

「質問者」私たちの地域もですね、人口減少が激しくて過疎化がすすんでいま

す。集落が崩壊する地域がより多くなってきます。チェッキーニさんのような
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考え方を日本に伝えることで、何かきっ

かけ、ヒントになればいいなと思います。 

「ダリオさん」もし、機会があれば喜ん

でジョバンニと一緒に北海道に行って

話をしたいと思います。 

 

一度ですね、トスカーナ州の南の方に

ウングリア州があるんですね。そちらの

小さな村に行ったことがあるのですけ

れど、そちらの山奥の小さな村で非常に

過疎化が進んでいたんです。だけどまだ、すばらしい職人がたくさんいたとこ

ろなんです。 

その小さな村の首長がきて、小さな劇場に

その村の職人たちを呼んで、話だったのです。

そのとき、職人達はもう絶望を抱えていたら

しいんですね。 

ダリオはお客さんとしてゲストで、その時

に、首長がダリオを紹介するときに、職人達

に向かって「ダリオ・チェッキーニさん」で

す。ちゃんと本人です。お肉も骨もある本人です。で、彼は、世界中からイタ

リア中から知られた人です。でも、あなた

たちは、彼ほど頭が悪いわけではない、世

界中の人がダリオさんを知っているのであ

れば、あなたたちも世界中に知られるよう

になるのです。」と紹介をしたそうです。で

すから、お金ではないんです。インスピレ

ーションを与えることなんです。 

 

お肉万歳。5 分後に戻ってきます。農場

に行ってみたいですか。（はい） 

 

ありがとうございます。私たちにとって

も、あなたたちをお迎えできて、とっても

光栄であります。私たち家族にとってもす

ばらしい出会いです。両親も空の上から喜

んでいると思います。 

 

ジョバンニさんのワイナリー 

ジョバンニさんの車に乗せてもらい、彼
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の農場を案内してもらう。 

ブドウの木 60000 本、列と列の間を 2m 間

隔で、ブドウの枝間 75cm で整然と植えられ

ている。畑全体に牧草が植えられており、飼

育している 35 頭のキアーナ牛が牧草を食べ、

排泄物を畑に返すという、完全循環型農法を

導入している。有機栽培をイタリアで最初に

導入した

のがここトスカーナ地方だという。 

ワインの製造工場は、きれいに整理されて

おり、生産されるキャンティワイン

「FONTODI」は 95％が輸出用であり、日

本にも送られているという。 

今年は、天候も良く収穫作業が順調に進み、

今日がぶどうの収穫最終日とのこと、夕方に

は、肉とワインでバーベキューをする予定であると

か。もちろん、ダリオさんが肉の準備をするという、

おいしいそう。 

オリーブ畑の収穫が、そのあとから始まるそうだ。

今年は例年になくよい年になりそうだとのことで

ある。 
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レストランに戻って 

生の野菜ステックを食べるため、塩昆布とオリーブオイルでソースを作る。 

スープは、昔はトスカーナでは病気の時にすべての部分を入れた肉のスープを

飲んでいた。こちらのスープは、牛の鼻の部位を使ったスープです。 

この肉は、牛の鼻あたり部分をきざんで、煮て固めたものです。 

ソロチッチャといって、

すべての肉を食べる。 

 

ウイキョウ（せり）で

すね。 

 

これは、クロスティ

ーニといって、牛肉

の挽肉、唐辛子の入

ったソースでパン

に付けて食べる。 

 

このそぼろ牛肉は、いろいろな部位を使って（3

番、9 番、2 番を使った肉）挽肉です。 

 

イタリアでは、朝ご飯は食べないしサラダも食

べないよ。サラダはお昼。朝はカプチーノと甘い

パン。イタリア人は、サラダはお肉の付け合わせ

としか考えていないよ。 

朝はすごく早いので、紅茶、カプチーノ、いま

はフレークを食べる。お昼と夕ご飯は、ゆっく

りと食べるんだ。 

 

トスカーナの人は豆食いといわれている。 

これは 5 番、雌牛のおしりのところ脂身が少

ないので挽肉にして、フライパンで炒めたもの。

味が足りなければ塩昆布をかけて。  

イタリア人は、食事しているときやこんな時に
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は、もう大騒ぎしているのに、日本人は、

礼儀正しいですね、静かすぎるよ。 

 

「質問者」日本人の若い女性は来ますか 

「21」いろいろな方が来る。カップルで.

ありとあらゆる人々が来ます。 

「質問者」タクシーで来るの、団体で来る

の。 

「21」フィレンツエから路線バスがあるの

でそれに乗って来ます。タクシーで来る人たちもいます。世界中から来ます。

ジョバンニさんのワイン、チェッキーニに連絡いただければ、FONTODI を送

るよ。ジョバンニからいただいたワインはおいしいよ。 

 

「質問者」彼の出身は 

「21」パンツアーノで生まれました、

ダリオはおじさんのような存在です。

ここが大好きだから、 

将来農場を持ちたい。農業専門学校を

卒業して、今は勉強したいのでお金が

欲しく、ここでは働いている。ここで

経験を積んでいます。世界中の人に会

える。日本人、アメリカ人、ロシア人、

オーストラリア人などに会える。 

「質問者」日本では若者は都会に行くが・・・。 

「21」最終的にはここに戻って

くるよ。 

ダリオとジョバンニ・マネッテ

ィがいるからね。大好きだし。 

 

T ボーンステーキです。お肉

万歳。 

一番おいしいところです。骨が

一番おいしいよ。手でちぎって

食べてください。 

 

「八田団長」 

ダリオ・チェッキーニさん、妹のマリーナさん、妻のキムさん、ジョバンニさ

ん、ありがとうございます 
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スローシティ取組の意見交換 

グレーヴェ・イン・キャンティ 14:00～15:20 

 

次に、グレーヴェ・イン・キャンテ

ィの町役場庁舎を訪問する。当選してから 1 年 5 ヶ月のパウロ町長が出迎えて

くれた。グレーヴェ町は、人口 14,000 人の

町ですが,スローシティを推進する地域とし

てイタリア国内でも注目されている。海外に

も広がりを見せ、日本でも一市（宮城県気仙

沼市）、韓国でも一ヶ所参加をしているとい

う。新しく大型店を誘致するのではなく、地

元に培われた一つ一つの小売店舗を大切に、

地域のコミュニティを守ろうとする取組で
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す。また、グレーヴェ町は茨城県牛久市と姉妹都

市交流を結んでおり、年 2 回表敬訪問に来るそう

である。以下、調査内容について記す。 

 

「質問者」牛久市とはどのようなご縁ですか 

「パウロ町長」 

グレーヴェとワインでのつながりとアイリス（あ

やめ）を栽培しているのでその関係で姉妹都市と

なった。昔、牛久市でワインをつくっていたが、

いまは造っていない。 

 

今朝、役場庁舎の中で結婚式があった。町長が

民法を読み上げて証人２人づついて、誓いをおこ

ってサインすると認めら、イタリアでは必ずやらなければなりません。 

アレサンドラさんが市長の右腕。すべてのことを把握している。姉妹都市の

関係や事業の促進を担当している。 

 

グレーヴェ町はスローシティの一員で

す。かたつむりがシンボルです。 

パウロ町長は 2014 年 5 月、町長に当選し

たが、アレサンドラさんはスローシティ

を最初から関わっています。 

チッタスロー運動はイタリア国内 4 つ

の街で立ち上がった。今は国内全土に広

がっており 100 以上の街が参加している。

ここ 5 年から 6 年にはイタリア国だけで

はなく海外でも広がっており、日本で 1 つ（宮城県気仙沼市）、韓国で１つ参加

しています。 

かたつむりは、必ずゆっくり生活していくというのではなく。生きているの

は環境をより良くして生活していく、地域性が一番の豊かさだ、との考えです。 

グレーヴェ町には大きな産業はないが、

産業は 3 つあります。まず 1 つは、農業

です。ワインやオリーブオイルをつくっ

ています。ワインは 90％が輸出していま

す。2 つは観光です。3 つには、職人さん

がつくった工芸品です。 

イタリアの法律でコムーテの市長、議

会議員の数が住民に対し決まっています。

15,000 人の以下では 16 人、与党 11 名野
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党が 5 名＋市長 1 名です。 

グレーヴェ・イン・キャンティの人

口は、14,000 人で、面積は 169km2

と広大であります。街を中心たくさん

の地域があります。 

 

「パウロ町長」皆さんは北海道から。

どうしてグレーヴェを選ばれたので

すか。 

「回答者」北海道はいま、人口減少に

伴い限界集落や過疎対策に取り組んでいかなければなりません。そこで、先進

的取組をしている御市の事例を調査するためです。 

「パウロ町長」 

姉妹都市の牛久市も都会に出て行って人口減少している問題を抱えているそ

うです。ここグレーヴェは、人口は増やそうとは思っていません。新しい都市

計画もありません。ただ、いま考えている計画は、2 年計画で人口 1,000 人ぐら

いいればいいというものである。新しいものをつくるのではなく、今あるもの

を修復していくかんがえです。ほとんどの建物は修復を終えています。 

 

1960 年代はたくさんの人が都会に出て行っ

て過疎化が進みましたが、しかし、その後

1980 年代から徐々に増えてきました。 

 

「質問者」人口が同じなのですが、基本的な

行政サービスは持続可能ですか。 

「パウロ町長」 

グレーヴェ・イン・キャンティは面積が広く、

地方のちいさな地区の出生率が低くて人口が減っていってます、その中の地域

の学校を閉鎖しなければならない現象もありました。ただ最近の現象として、

外国から、ヨーロッパ以外からの移民が増えてきています。移民の人たちの子

どもが生まれているから人口は減らないのです。 

「質問者」日本は島国、移民が入りづらい。

移民によってイタリアの文化は大丈夫です

か。 

「パウロ町長」 

そのとおり。ヨーロッパ以外の外国人、

特に農業に従事していた人たちが、1999 年

から 10 年間非常に増えていきました。その

移民の子供たちがイタリアの学校に入り、
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勉強することによって言葉の問題だ

とか、習慣や文化の問題はだんだんな

くなってきた。問題があったのは親御

さん達です。言葉の不自由や文化的に

も違う、親御たちを共同体の中に入れ

ていくために必要な政策をおこなっ

てきました。 

最近 2 年ぐらい、毎日、シリア、

パキスタン、インドなどから移民がや

ってきます。そのため、移民を受け入

れイタリアの共同体の中で、どのように対応していくのかが大きな問題です。

その人たちを受け入れる住宅の問題を含め、入れていくのか問題です。 

 

「質問者」役所としてどう対応するので

すか 

「パウロ町長」移民の問題は町ではなく

県が関わっており、県と市が協同してで

きるだけ平等に移民の人たちに対応し

ています。 

ここキャンティには 8 つのコモーネ（共

同体）があって、その中で 100 人ぐら

いの移民を受け入れています。 

 

「質問者」私たちは今日イタリアの伝統的な村を訪ねておいしい料理を堪能し

てきた。地域文化を守ろうとしている人々と新しい人たちをどのように受け入

れる、イタリア破壊されることに変化してしまうことに、スローフード、スロ

ーシティが完成するのが遅れてしまうのではないか。 

「パウロ町長」最近のいま移民は政治的目的で入ってきており、特別な許可が

必要なんです、その検査機関も。しかしこの人たちの最終目的地は北側のヨー

ロッパなのです。（ドイツを目指しているといわれています。） 

だから、この人たちが私たちの村に入っ

てくることは少ないと考えています。 

 

「質問者」富良野市から来ました、観光

の街です。色々な商売飲食店などがたく

さんがありますが働き手が足りなくて店

を閉めなければならない状況が富良野に

はありますが,そんなことはありませんか。 

「パウロ町長」 
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グレーヴェの街は小さい。だから、バス

50 台が一挙に来たら受け入れられない。

観光客もセレクトした観光客に来てもら

ってます。 

グレーヴェの街は、自分たちの持ってい

る特異性や自分たちができる限界を知っ

ているので、それを特性として対応でき

るお客さまをセレクトしている。ここに

来たいお客さまは、8 月いっぱいまで満員

で来れない。9 月 10 月 11 月に思い直して来ていただく。そうすると観光に時

期を長く保つことができる。こちらの観光のハイシーズンが 4 月から 10 月ぐら

いまで。大量の観光客用に例えば 100 室ぐらいのホテルを造るとすると、今ま

で来ていたお客様を失ってしまいます。 

グレーヴェの街に、まだ観光客を受け入れるように発展していかなければな

りません。例えばホテルを造るとし

ても、小さなホテルでグレードの高

いものを造りたいと考えています。 

 

「質問者」市長の考え方は議会で与

党野党からどうですか 

「パウロ町長」 

与党野党の考え方はい色々とあると

思いますが、野党は少人数ですから、 

 

「質問者」5 人と 11 人はどうやって

決めるのですか 

「パウロ町長」 

市長と市議会議員選挙を同時に行います。18 歳以上で、勝ったほうが与党に

なります。選挙の方法は、それぞれの党派で市長と 15 人の市議会議員の候補を

選びます。選挙の結果勝った市長の党

派が 11 人、負けた野党に 5 人を割り

振ります。 

定期的な会議は、月 1 回、そのほか

特別な会議も臨時で行います。市長の

ほうは、それぞれの行政の担当・教育、

環境などを選びます。 

 

「質問者」スローフードを進めるうえ

で、色々な方々に支援をしていますか 
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観光客を呼ぶために団体に対し、改修費だとか、市として財政的に支援してま

すか？ 

「パウロ町長」アグリツーリズモは、トスカーナ州のほうから建物の修復のた

めに予算をいただき経済的な支援もいただいている。だからアグリツーリズモ

の条件は５０％以上の農業の収益で成り立っていることが条件である。専業農

家 

その補完なんですけれども、必要なところには援助金は、市としては出してい

ないけれど、プロモーションなどイベントを行うなどを実施している。 

 

「質問者」市に対しては国や州から交付金は入ってくるのか 

「パウロ町長」昔はあったが、今は入ってこない。（人口が減っているから） 

今の地方自治体のコモーネでは、

出るお金を使ってやっていくしか

ない。 

こちらのグレーヴェ・イン・キャ

ンティは、面積が広いので、子供

たちを送迎するスクールバスに費

用がかかります。でも、このグレ

ーヴェでは色々なイベントをやっ

ています。 

 

「質問者」私たちは街起こしをや

って過疎化を止めようとしてきたが・・・。 

「パウロ町長」 

これからは地域の社会的な経済的な色々な試みをするしかないと考えている。

1960 年代に経験している。 

 

「質問者」北海道は 179 自治体で、25 年後に 8 割がなくなる。 

「パウロ町長」 

私たちは、いまフィレンツエ県に入っている。そのなかには 42 のコモーネが

あるが、今は過疎化が進んでいるところもあり、２つを１つのコモーネをまと

めていこうとしている動きもあります。 

 

「質問者」色々イベントやっているというが、市の予算がいくらで、そのうち

市民からいただく市民税はどのくらいの％なのか。 

「パウロ町長」 

1900 万ユーロが歳入で、交付税も含めて 50％ぐらいが税収入である。 

（日本では３割ぐらい。）税金収入は 1/3 ぐらいです。 

ただ、市民においては、国に支払うものと市に支払うものとが分けて支払うが、
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市民が国に支払うものと市に支払うものとは 50％以上になる。 

 

「質問者」日本は 65 歳以上の高齢者は多いが,どのくらい 

「パウロ町長」 

（４人に一人）20%以上ではないかと思います。 

 

「八田団長」パウロ市長、アレサンドラさんお忙しいなか、対応していただき

ありがとうございます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第六日目 10 月 9 日 

帰国の途 

08:00 ホテル発 

10:25 ミラノリナーテ空港出発（LH249 便） 

11:45 フランクフルト空港着 

13:40 フランクフルト空港発（LH710 便） 

 

  

 

第七日目 10 月 10 日 

07:45 成田空港到着 

10:00 成田空港発（NH2153 便） 

11:45 新千歳空港着 

    現地解散 
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調査を終えて 

 

11 月 5 日、調査団員が一堂に会し今回の視察調査を終えて、率直に団員それ

ぞれが感想を述べ意見交換をおこなった結果、 

 

○北海道の日オープニングフエアのなかで北海道を PR できたという反面、反

省点はなかったのか。 

○今後、道産食材を EU 諸国に輸出するにしても遠距離の問題をどう解決する

のか 

○EU 諸国に伸ばすよりアジアに伸びる余地があるのではないか 

○交流人口を増やさないと食は広がっていかないと考えるが交流人口を増や

すために EU との直行便を復活すべきである。 

○限界集落の利活用、地域の知恵をどうやって出していくのか。 

 

などなど種々意見が出された。 

一方で、 

●北海道の認知度がない、北海

道の特産品が知られていない。 

●トスカーナ地方の風景を見て、

どこか北海道の富良野にもあ

るような景色に見えた。 

●北海道でも、スロ－フードや

アグリツーリズム、地元特産

品開発など、すでに取り組ん

でいる。 

●民泊に対する規制緩和の必要

性について。 

との意見も出された。 

 シンガポールやマレーシヤの富裕層の人たちなどは、日本の異文化を体験し

たい、たとえば、稲刈りだとか、搾乳体験をしたいという要望が多いと聞く。 

 また、農水省によると、農村ツーリズムの実戦に向けて宮城県遠野市をモデ

ル地域に、稲刈り体験や搾乳体験などを取り込んだ事業に取り組んでみたが、

しかし実際には、言葉の弊害や生活文化の違いから、受け入れ対応に消極的な

農家が多数いることもあり課題は多いとの報告がされている。 

 

こうした課題や問題点を総合的に検討し、しっかりと考え方を整理し､農政委

員会や食と観光対策特別委員会など道政の場でも協議していきたいと考える。 

 以下、調査団員個々の所感を記す。 
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イタリアの先進地事例に学ぶ 

 

 

調査団長 八 田 盛 茂 

 

今般、私たち道議会海外調査団は、ミラノ国際博覧会後

の EU 諸国への道産食品の輸出や経済交流（観光等）の拡

大に向けて、また、「北海道の日」の実施効果や日本食品の消費動向等の調査、

関係先との意見交換を行うとともに、あわせて、先進的な取り組みをしている

アグリツーリズモやイタリア発祥のスローシティ・スローフードの取り組み事

例を今後、北海道が取り組んでいくうえでの参考とするため実施された。 

JETRO ミラノ事務所には、道内の事業者が輸出に取り組むに当たり、輸出先

国の情報提供や相談対応などの支援をいただき、ミラノ国際博覧会における「北

海道の日」の実施に当たっても、ミラノ事務所に多大なご協力をいただいてお

り、イタリアにおける日本食の普及や日本産食品の流通状況、小売業、外食産

業の現状やトレンドなどの情報について意見交換させていただいた。 

温井ミラノ所長からは、日本食がイタリア人にとって、生活の一部になりつ

つあるという話を伺い、今後の輸出拡大の可能性に心を馳せたところである。 

また、食品の輸入商社であるユニオントレード㈱の日本担当の尤叙さん（ユ

ーさん）には、日本食の普及拡大などに取り組まれてきた経緯や日本産（道産）

食品の取扱品目・金額の推移、取引先（小売業、外食産業など）の動向、イタ

リアの輸入規制や輸出に当たっての留意事項など意見交換し、今後の輸出拡大

の可能性に意を強くしたところでもある。 

一方、イタリアの田舎の一軒の個人肉屋が、90 年代の BSE 騒動をきっかけに

世界中に名を馳せ、世界中の人が集う交流の場を作り上げたことを知りました。 

ダリオ・チェッキーニ肉店である。この店の取組みが、地域を維持し活性化す

る動きに結び付くとともに、観光の新しい形として定着したことが、これから

の北海道の地域振興を進めるうえで参考となると考え意見交換をおこなった。 

ダリオ・チェッキーニさんからは、「ふるさとを愛する心とおもてなしの心が

一番大切である。」とのことであった。こうしたことを基本に、肉屋が 250 年 8

代も続いたことが良く理解できた。 

また、昨年、北海道の地元新聞に人口減少社会「トスカーナの知恵」と題す

る特集記事が掲載され、地域の衰退に悩む小さな集落が地域資源を活かし、ア

グリツーリズモとして集落をまるごと宿泊施設にし、地産地消の食事を提供す

ることにより多くの観光客を呼び込むという取組みである。その運営母体であ

る「アルベルゴ・ディフーゾ」のマッシモさんをペッチョリ村に訪ねた。 

彼からは、限界集落再生の取組みとして、歴史ある街であるという優位性と



- 98 - 

 

自然豊かな風景を活用し、地域あげて取り組む熱意が成功に導くという発言が

あり、北海道においても大いに参考になると考える。 

そして、グレーヴェ町では、スローシティの理念の下で住民本位のまちづく

りに取組んだ結果、移住者が増え、世界中から観光客が押し寄せるなど、地域

の維持・振興にも大きな成果を上げていることなど意見交換した。 

パウロ町長からは、歴史あるこの町を守り育てていくためには、新しい大型

施設（店舗）などを誘致するのではなく、背伸びせずに、町にあるものを大切

に育てていくことが一番であるという思いを聞かされた。 

我が国では、グローバル化の進展や人口減少問題に直面する中、地域の基幹

産業である農業の担い手の減少や高齢化が一層進み、生産力や農村の活力が低

下することが懸念されている。 

イタリアと私たちが暮らす北海道はほぼ同緯度にあり、四季の変化や独自の

食文化を有するなど共通点も多い。 

農業を中心に発展し米や小麦、馬鈴しょ、てん菜、牛乳などを生産する日本

最大の食料供給地域となっている北海道は、こうした課題に果敢に挑戦し打ち

勝っていかなければならない。今回の視察調査を通じて,たくさんのことを学び、

今後の糧にしていくよう活動していかなければならない。 
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              海外調査を終えて 

  

 

調査団員 釣 部   勲 

 

10 月 4 日 9 時 30 分千歳空港を出発、羽田空港、フラ

ンクフルト空港を経由し 0 時ごろミラノ マルペンサ空港

に到着。 

10 月 5 日 イタリア第２の都市人口 130 万人のミラノ市。市民の台所といわ

れる「ワグネル市場」調査、1929 年に開かれた歴史ある市営市場で、清潔さに

溢れていた。外側が野菜売り場、内側が魚肉類売り場で種類は豊富、多くの主

婦が買い物に来ていた。肉屋では日本語で「すき焼き」という張り紙が我々の

目に止まった。大きなデパートは市内に１軒しかなく、フランス系のスーパー

が主体である。スーパー「エッセルンガ」を視察したが、ここの光景も日本と

あまり変わるものはなく消費税が 24%ということに注目した。 

次に JETRO（ジェトロ）を訪問しミラノ事務所長 温井邦彦氏、柿迫一葉さ

ん、そして札幌支店長の白石薫氏からミラノにおける日本貿易に関する現状説

明を受けた。 

イタリアでは健康志向が強く日本食ブームとなっており、現在 259 店の日本

食店があり、中国人経営者が多い。食材の米はイタリアで生産されたものを使

用しているが、日本の米も今後使われるであろう。そして、長いも、ゴボウ、

また海産物では、ホタテやウニの需要が増大する可能性があり、北海道からの

輸入も考えられる。 

日本食のすばらしさ、おいしさがこれ程に理解されているとは思わなかった

と話していたのが印象的であった。これから北海道食品の輸出の可能性は無限

であると思った。 

10 月 6 日 ミラノ国際博覧会の日本館で 6 日から 8 日まで「北海道の日」が

開催され、我々も、知事と一緒にオープニングセレモニーに出席した。道議会

議長、議員団８名、実行委員会メンバー９名などが参加。深川市長や JA 深川組

合長の顔も見えた。午前 11 時から開会宣言が行われ知事が、今回のミラノへ出

展したことについて、北海道の食をはじめ、魅力を世界に発信する。そして、

知名度向上を図り食関連産業や観光振興と道内各地の活性化につなげていきた

いと力強く挨拶、鏡開きが行われ、全員で記念撮影をした。エンターテイメン

トステージでは札幌出身のゴスペルシンガーNatsuki さんの美声や苫小牧出身

の民謡歌手 伊藤多喜雄さん、そして稚内南中ソーラン連の YOSAKOI ソーラン

ステージなどが披露され、まさに北海道色で満たされ会場は盛り上がっていた。 

日本館は世界各国の中でも人気があり、約８時間の待ち時間だそうだ。特に、
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北海道の日に行われた道産食材や料理を提供した「クッ

キングステージ」は好評で見学者が多かった。 

日本酒紹介では、今回、北海道の清酒メーカー13 社

がレセプションに提供したが、私も舞台でインタビュー

を受け、日本酒の美味しさを若干説明した（特に道内

酒）。道内各地の自治体から自慢の商品や素材が出展さ

れ、栗山町の日原メロン、深川市のりんご、米、無菌装

米飯、滝川市のなたね油一番絞り、浦臼町の神内マンゴ

ーなど、またホクレンや各 JA から多くの農水産物が出

展、北海道の食を PR していた。特に、道産和牛やホタ

テが好評のようだった。 

フードコート内では、道産材料使用のカレーライスや寿司が出され各国の人

が大勢、食味していた。北海道の名を欧州にどれだけアピールできたか、今後

注目したい。その後、会場を早足でひと歩き、各国のユニークな建物が並び人

の列が目立った。イタリア人のみならず、随分と外国人も辛抱強い民族である。 

10 月 7 日 日本食品の消費動向調査のため、食品輸入卸販売会社（ユニオン

トレード）を訪問し、日本マーケット担当の尤俊（ユーさん）から説明を受け

た。1999 年頃から和食ブームが到来しミラノの 7 軒から取引きが始まった。 

和食店のオーナーは中国人が多く 260 店ほどが現在営業中。優良店は日本人

がオーナーだという。食品の 35%は日本から輸入している。食品約 6 千種類の

取り扱いをしており、北海道からは西山ラーメンが入っていた。日本酒は大吟

醸酒が多く道内は 1 社のみ入荷していた。 

現在、和牛は群馬県から、海産物はカナダ産が多

いが海苔などは日本からを期待している。また、寿

司米にしてもイタリア産やアメリカ産を入荷してい

るが、今回、深川米を PR に JA 関係者が来たそう

だ。お菓子類はヨーロッパ各国からの輸入。まだま

だ北海道の認知度が少ないがこれからの輸出が可能

とみた。 

その後、ミラノから列車で約 1 時間 30 分、フィレンツェへ向かいアグリツー

リズモ、スローフードの限界集落再生の取組事例を視察した。高級ワインと美

しい景観が人気のトスカーナ州であるが、数軒ある農家が空いている住居を民

宿とし、都市住民を滞在させたことが、田舎暮らしを楽しむ「アグリツーリズ

ム」となって受け入れる農家が多くなり、観光客が続くようになったそうであ

る。主にスウェーデン、デンマーク、ベルギーなど北ヨーロッパ人が、おいし

い食事や田舎の風景を求めて宿泊するという。イタリアでは州によって空家や

農場の修復に免税や補助金などが予算化されている。 

なお、ペッチョリはトスカーナ州人口約 2000 人の小さな村であり、街全体が

博物館のようで主な産業は農業、ブドウやオリーブ、小麦、特にワインの製造
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が大きな産業となっている。小型車が自在に走り、日用品を販売している商店

が並び子供たちの元気な姿が見られた。農家以外は、フィレンツェに通勤する

サラリーマンが多いそうだ。 

10 月 8 日 フィレンツェから国道 222 号線を南西方面へ、大きく育ったニレ

の並木を見、途上この地区で一番大きいサンディールオリーブ製造工場、そし

て高級ワイン(キャンティ)の工場などを見ながら別荘地帯の丘陵を走り、世界で

一番有名な肉屋、トスカーナ州パンツァーノ村で精肉店や肉料理、レストラン

を経営し 250 年つづく８代目ダリオ・チェッキーニ氏を訪問した。銘柄牛「キ

アーナ牛」の肉の製造販売と解体技術を伝授している。訪問中にも世界各国か

らダリオさんの店を視察に来ていた。遠い国の文化の異なる人達が来るのを彼

は歓迎していた。 

イタリアと日本とは良い物を作るということでは共通しているとも、ダリオ

氏は言っていた。日本からもすでに 2 人勉強に来て 2 年間修行、東京で開店し

ているそうである。普通肉は、18 ヶ月から 20 ヶ月以内に精肉するが、キアー

ナ牛は 6 歳位で精肉するという。キアーナ牛の部位は 13 ヶ所肉として食べられ

るという。一番美味しい部位を食べ一同満足していた。 

次に、ダリオ氏の友人でキアーナ牛を 35 頭飼育し、ワインも製造をしている

ジョバンニ氏の広大なブドウ栽培農場を訪問、さらに輸出用ワイン製造工場を

視察した。はじめて見たキアーナ牛は、世界で一番大きく体重が 2 ㌧位で体は

白色であった。ワイン樽はフランスから輸入しているという。フドウ栽培には

数千人が働くというから地元の雇用対策にもなっているようである。ワインの

製造で年間 500 万ユーロになるという。 

次に、グレーヴェ・イン・キャンティ町を訪問。就任 1 年 5 ヶ月のパウロ首

長と面談した。スローシティは人口 5 万人未満の都市が対象でイタリアでは 4

自治体から協会の設立がスタートし、現在では 30 ヶ国 192 自治体が加盟。日本

では宮城県気仙沼市が参加している。スローシティとは住民本位の町づくりや

環境の保護、地産地消の奨励を憲章に掲げているものである。 

この町には、大きな産業はないが観光をメインとして自然保護や建物の保存

にも取り組んでいると、パウロ首長は語っていた。 

70 年代には人口が落ち込んだが、宅地開発や建物の新規建設を認めず、大型

店の進出も阻止し、輸出ワイン製造を重視している。アグリツーリズモやスロ

ーフードには、若干の州からの支援があるという。首長の過疎脱却の意思もあ

るが、住民のアイディア、地元産業を利用しながら農村社会を守ってきた姿を

見て参考になった。 

またこの町では難民約 100 人受け入れているが、現在トラブルはないという。

地元住民は消費税が 20％超であり、税については重税感を持っているようだ。 

 10 月 9 日、7 時 30 分ホテル出発、10 時 25 分ミラノ リナーテ空港から帰国

の途につく。フランクフルト空港、成田空港へ、翌 10 日、7 時 45 分成田空港

到着、10 時 00 分成田空港発、11 時 45 千歳空港着後、現地解散。 
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イタリア「ミラノ国際博覧会」調査所感について 

 

 

         調査団員 本 間   勲 

 

私は 1979 年 6 月、いまから 36 年も前になるがイタリ

アの水稲作の勉強にいったことがあります。イタリア農業

は日本よりも先進的でコンバイン、カントリーエレベータ

ーを備え、大規模経営で品種改良もすすみ中粒種が主流であったことを思い出

し、さて現在はどうなっているのか大変興味がありました。 

いま、日本は TPP の大筋合意を受けて農林水産物重要 5 品目がどうなってい

くのか大きな不安の渦中にあり、今後の農林水産物の行方が気にかかるところ

です。 

国は、農林水産物の輸出額を 2020 年までに 1 兆円とし、EU を重点国地域の

一つに掲げ、北海道もまた 2018 年度を目標に道産食品輸出額 1000 億円の達成

に向け、重点的に取り組みをすすめようとしています。 

こうした中で、国は 5 月～10 月までの開催の「ミラノ国際博覧会」に日本館を

出展しており、その中で 10 月 6 日～8 日までの 3 日間「北海道の日」が開催さ

れることとなり、この機会に北海道の安心、安全な「食」をはじめ、アイヌ文

化や自然などを世界に発信し食関連産業や観光等、道内各地の活性化に資する

こととしています。 

また、日本は世界一の長寿国になったものの少子化のなかで、人口減少問題

をかかえ、地域再生の観点からもアグリツーリズモやスローフードの取り組み

事例調査は現在の北海道においては、まさに喫緊の課題であり、北海道や市町

村の将来を考えるとき、その再生のヒントを求め、大きな期待を持ち参加させ

ていただきました。 

7 日間の研修を無事終え、参加させていただいたことに感謝し、いま感想文を

書いています。 

今回のイタリアミラノ調査で私なりに感じたこと、これからの北海道で取り

組まなければならないことなど数点列記します。 

まず、第一は、日本食、特に、道産食品は世界一であることを再確認いたしま

した。 

第 2 は、アグリツーリズモ、スローフードの先進地調査では、フィレンツェ

のペッチョリ村を訪ねました。歴史遺産を大切にし、様々な工夫を凝らし、地

区外からの集客をしながら限界集落を維持発展すべく努力していること。 

そして第 3 は、目先の経済に惑わされず、誇りと信念を持って働くこと。それ

は、ジョバンニさんのワイナリーを見学したとき、ワインぶどうの木が 6000 本、
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キアーナ牛の放牧と連携で完全循環型農法を実現しており,オリーブの栽培もあ

わせて年間 70億円もの売り上げにも係わらず社長自ら作業服で陣頭に立ってが

んばって働いていたこと。私も農家なのでその姿に強く感動いたしました。 

まとめになりますが、どこの国にも歴史と文化があります。北海道も古い歴

史は目立ちませんが、開拓から 150 年、全国各地から人々の手で北海道の開拓

がすすめられました。ゆえに、この北海道には日本各地の様々な伝統、文化が

各地に点在しています。アイヌ文化はもとより北海道ならではの北方文化、そ

して大自然の美しさを世界に発信していかなければならないと思いました。 

報告事項は、まだまだありますが、紙面の関係で割愛させていただきます。

今回のミラノは 36年前と古い街並みは少しも変わっていませんがきれいに清掃

され、歴史遺産を大切にしながら新しい道を模索していることを強く感じまし

た。 
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パンツァーノ・イン・キャンティでの出会い 

 

 

調査団員 大 谷   亨  

 

 イタリアミラノで開催された国際博覧会、日本館におけ

る「北海道の日」に併せ、また、スローフード・アグリツ

ーリズム発祥の地であり、中世ルネッサンスの都市フィレンツェを中心とした

トスカーナ州の地方、地域の先進的な取り組みを歴史と文化の重みを感じつつ

視察研修させていただいた。 

 私は特に印象に残った「世界で最も有名な肉屋」といわれるダリオ・チェッ

キーニさんと、そして彼と連携、協働しブドウとオリーブを栽培し、ワイン工

場を持つジョバンニさんについて紹介したい。 

 ダリオさんは、250 年の歴史を持つ肉屋の 8 代目店主であり、先代から伝わ

る肉の切り分け（捌き）方を受けつつ、トスカーナ地方の伝統的な捌き方、ま

た、世界中からその技術を学びながら肉職人として技術を高め独自の技法を確

立し、現在世界中に発信している。牛の全ての部位（頭・足・尾・内臓等）を

活用し余すところ無く食べていただくことを信条としている。 

 現在Ｔボーンステーキ用・ハンバーグ用・ソロチッチャ用（その他の肉）の

三つのレストランを奥さん、数人の雇い人とともに忙しく営んでいる。オリー

ブオイル、ソースも製造販売し、妹のマリーナさんはお土産、B&B 宿泊施設を

持ちスローフード、グリーンツーリズムを進めている。 

 ダリオさんは、トスカーナに伝わる言葉として「人は、木のようでなくては

ならない。」と力説した。足はしっかり地について、頭は自由で柔軟な発想が必

要と！いい言葉である。今も後輩を指導している。 

ダリオさんから車で 20 分足らずでブドウとオリーブを大規模に作付けし、自

らワイン工場さらには煉瓦工場を経営するジョバンニさん宅を訪れた。ちょう

どブドウの収穫最終日とのこと、運ばれたブドウは選別され、潰された果汁が

貯蔵タンクに入れられていた。誠に工場内は清潔で整理され、生産されていた。

キャンティワインは「FONTODI」のラベルを貼られ 3 年間熟成の後 95%輸出

（日本には 15%）されているとのこと。（札幌市内でも販売されている） 

また、ジョバンニさんは世界で最も大型なキアーナ牛（成牛で 1.2t～）を飼

育し、ブドウ畑に大麦、牧草を播き放牧し糞尿を土に返す、イタリアで最初の
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有機農法の実践者だそうである。 

ダリオさんとジョバンニさん 2人は、プロジェクトを組んで質の良いワイン、

質の良い肉をつくっている。 

成牛となったキアーナ牛はダリオさんに提供し、それを国内外から訪れる多

くの観光客にレストラン、ワイナリー、宿泊施設等を提供し観光客を循環させ、

パンツァーノの村を活気づけている。もちろん、二人は、レストランや宿泊施

設並びにお土産ショップも経営している。 

 最後に、ダリオさんは「一番大切なのは小さな共同体を強くすること、小さ

なコミュニティに生命を与え活かしていくことです」と話をしてくれた。 

 私は、ダリオさん、ジョバンニさん 2 人の「肉」と「ワイン」にかたむける

限りない情熱と研究心、なにより故郷パンツァーノを思う心がリーダーシップ

の原動力となっていることを確信した。 

 敬意を表し今後の活動の糧としたい。 
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イタリア･トスカーナ州に学ぶ 

 

 

調査団員 大 崎 誠 子 

 

ミラノでは、和食ブームに驚いた。ミラノ博の各国のパ

ビリオンの中で最も人気が高かったのが、日本館。日本円

で 5,000 円のチケットを買い、7～8 時間待って、やっと

入場できる。長蛇の列にじっと並んでいるイタリア人が大勢いたことに驚かさ

れた。日本館の趣向を凝らした展示はすばらしく、和食を味わってみたいと思

わせる。その思いは、パビリオンを見終わって出口に併設されている和食レス

トランへとまっすぐに向かわせる。そばやカレーライスをそろえたレストラン

は大繁盛。イタリア人が日本酒片手に箸でそばを器用に食べている姿に驚かさ

れた。実に様になっているのである。 

私たちの調査は、和食ブームに沸くイタリアで道産食材の輸出の可能性につ

いてだが、残念ながら、イタリアでは北海道ブランドの神通力はないというこ

とにショックを覚えた。 

東アジアを中心に育ててきた北海道ブランド、安心安全の代名詞ともなり、

北海道ブランドの威力は大変大きくなっている。 

 しかし、イタリアひいては EU では、北海道の存在そのものをいかに認識し

てもらうか、北海道ブランドの価値を認めてもらうかということが、今後の大

きな課題であると感じた。 

そういう中で、JETRO ミラノ事務所では、今後、道産食材の中で、ほたてや

ウニ、長いも，ゴボウに需要が増すとみており、このことに大いに期待を寄せ

たい、しかしいま、道産品輸出のほとんどが、ほたてに頼っているのが現状で、

新たな道産品のエースを育てていく必要があろう。 

また、流通コストを考えるとき、EU で道産品を広め運ぶのと、まだ伸びるで

あろうアジアの市場で取扱高を増やしていく方がよいのか検討すべきであろう。 

交流人口が増えてこそ、食も発展するものと考える。EU 諸国との直行便の開

設も必要であろう。ミラノと北海道は緯度がほぼ同じであるので、ミラノ博で

の北海道人気を契機に関係を結び、交流を図っていくことも一案かと思う。 

 和食は 2013 年にユネスコの無形文化遺産に登録されてから、世界中でブーム

になっているらしい。 

農水省の調査によれば、世界中に日本食レストランは、2006 年に 24,000 店

だったのが、2015 年には 3.7 倍の 89,000 店にまで増えている。 

こうした和食ブームの一端を、北海道価値を認めてもらい道産食材が担うこ

とになれば明るい未来が広がっているといえる。グローバルスタンダードにな
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りつつある和食の食材は、道産食品に限るといってもらうように大いに PR をし

ていく必要があろう。 

 トスカーナ州では、イタリア発祥のスローフードやスローシティで街おこし

「アグリツーリズモ」の取組などについて視察をした。スローフードの対極に

あるファーストフード、その手軽さと値段の安さで人気だが、世界中どこでも

同じ味ということに違和感を覚え、その土地にしかない食材、伝統的な作り方

を重視したスローフードの考え方を愛する人たちも世界中に増えてきている。  

スローフード協会は、2004 年から 2 年おきにスローフードを考え、スローフ

ードを味わう世界大会を開催しており、今年 11 月には日本大会が北海道を舞台

に開催される。北海道でもスローフードの考え方に賛同し農家レストランを開

業し実践している方々も多く出てきた。 

 イタリアトスカーナで学んだ考え方は、いかに郷土を愛する人材を育てられ

るかということだ。ダリオ・チェッキーニさんはパンツァーノ村を愛し、この

村から情報と情熱を発信している。21 歳の一番弟子もこの村を出たいとは思わ

ないといい切った。この肉屋で一生懸命働いていれば世界中から人々が集まっ

てくる。自分が出て行かなくても世界中の人と話すことができるからダリオさ

んの後継者として、この村に骨を埋める覚悟のようだ。 

郷土愛に満ちた人が地元の宝を見つけ磨き上げていく地域興しのキーワード

は、やはり郷土愛につきる。こうした郷土を愛する取組は北海道も負けていな

い。そこかしこにその芽は育っている。イタリアのトスカーナ州と日本の北海

道、先に、癒やしの大地として多くの人たちの心と体によい影響を与えるであ

ろう。 

人口減少が大きな課題だが、それを地元の良さを見直すチャンスととらえ、

郷土を愛する人たちの手によって活気づく地域へと変貌する日が来ることを信

じている。 
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再訪したくなる街の魅力とは 

 

 

調査団員 田 中 芳 憲 

 

平成 27 年 10 月 4 日から 10 日の日程でイタリアのミ

ラノとフィレンツェを訪問し、日本食品の消費動向調

査・視察とアグリツーリズモ・先進事例調査を行った。 

 日本とイタリアの貿易状況は、2014 年の財務省貿易統計によれば農林水産物

において日本からの輸出約 2800 万ドルに対し、同輸入額は約 11 億 5700 万ド

ルに達しており圧倒的な逆ザヤである。 

近年、和食や日本酒といった日本の伝統的な食文化が欧州においても注目を

集めており、日本企業の進出や加工品、半製品の供給体制の確立など進んでい

るところです。しかし、イタリアワインやオリーブ油、パスタ類などはすでに

日本人の食卓に深く馴染んでおり、隔世の感があると言える。 

あらためて北海道が新鮮な農林水産物の原料供給地としてその特性を伸ばし、

新たな製品開発や販路の拡大に力を尽くし、イタリアの家庭の食卓に多くの日

本食がメニューとして取り上げられて、本道産の加工品や半製品が消費を喚起

し、結果として本道農業の発展につながる道を探る努力を続けていかなければ

ならないと感じた。 

○日本食品の動向調査 

ミラノ市では市民の台所と言われる公設市場「ワグネル市場」を訪問した。

市内の古い石畳や建築物に囲まれた街並みは歴史を感じ、小さな平屋の市場に

は住民がひっきりなしに食材を買い求める姿が見られた。同市場は主に生肉と

チーズ、魚などの小規模な個店の集合体であり、外周部に生鮮品や雑貨店など

が出店している。店内には多様な方法で処理された肉類や乳製品が並び、商品

の種類の豊富さに感心した。客は店員とのやり取りも楽しみながら買い物をし、

各個店が個性を競う姿とともにイタリア人の食に対するこだわりを強く感じた。 

一部の肉屋のショーケース内には、日本語で「しゃぶしゃぶ用牛肉あります」

と赤い文字で書かれたポップ広告が置かれ、在留邦人の需要も一定程度有るこ

とを感じた。当然、地元の肉牛を加工したものと思えるが、食べ方についても

さらに提案することで日本食品の消費を喚起する可能性も感じた。 

ミラノ国際博覧会での｢北海道の日｣に出席し、数多くの道産商品が紹介され

ていたが、参加者の反応を直に知ることができたことは大変に有意義であった。 

○JETRO との意見交換 

ミラノ事務所温井所長はじめ幹部職員との意見交換では、国内の日本食レス

トランが約 260 店舗あるが、日本人が経営する店舗は多くが高級店であり、大
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半は中国人経営によるものとのこと。正しく日本食のアイデンティティが伝わ

ることを望んでいるが、振り返ってみれば日本国内のイタリア料理店も黎明期

を通して、本場の調理手法とは異なることも多かったように側聞している。我々

が今もこよなく愛する「ナポリタン」などはその典型かもしれない。 

ただ、最終日にミラノ市内の日本食レストラン（日本人経営と言われる）で

会食したが、テーブルを照らす照明の傘に誇りが溜まっていることや、入手で

きる食材が限られているのか、あるいは好みの問題もあるが個人的には残念な

内容であった。欧州での日本食人気がこのレベルで支えられているとしたら、

「和食」「日本食」のイメージを改めて保つための議論も必要と考えた。 

様々な段階を踏んで、イタリアにおいても日本の食文化が伝播し日本をより

一層理解する契機となることを願いたい。 

今後の見通しとして、本道からの農産品では長芋、ゴボウなどが有望とされ

ているそうである。山形県では同じく万博に合わせて枝豆の「ダダ茶豆」を紹

介し、売り込みに励んでいるとの報道を目にした。欧州の伝統的な食材は日本

人の食にも通じており、海産物ではイカ、タコ、サーモンなどは多くが代用で

きること、鰹節が検疫上の障害となって今回の万博「北海道の日」においても

持ち込めなかった事などからすると、ビジネスとして成果を上げるためには解

決すべき日本と欧州の課題は多い。 

○ミラノ国際博覧会実施状況 

「北海道の日・オープニングセレモニー」に参加して、日本館の館内展示を

回った。テーマである「持続可能な食、安全で健康な食」は入館者の多くの共

感を得ているようで、最長 7 時間から 9 時間待ちの行列ができたそうである。 

現状で日本の「食」に対する人気が高いことは言うまでもないが、輸出に関

して直接結ばれていない点が課題であり、この良好なイメージを北海道産品の

紹介にも今後大いに活用したいと感じた。 

○アグリツーリズモ・スローフード先進事例調査 

今回の調査事例の中で興味深かったの

は｢アルベルゴ・ディフーゾ｣と｢ダリオ・

チェッキーニ肉店｣であった。 

アルベルゴ・ディフーゾは巻頭の報告

の通り、田舎家を改装した宿泊施設であ

る。特に、訪問したトスカーナ州ペッチ

ョリ村の歴史地区に設定された施設は周

囲を囲む豊かな田園風景と相まって人気

が高く、中世ヨーロッパの趣と現代的な

サービスを両立した手法は、北海道に点

在する廃村・廃屋の再利用にヒントを与える気がした。 

一方で、この歴史的街並みを保全する資金やエレベーターの設置費用、500

台収容可能な地下駐車場の建設資金は、州内 5 ヶ所で産業廃棄物処理場を運営
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する企業から拠出されたものである。資金規模に言及することはできなかった

が、土木工事としては数十億円単位と想像でき、歴史的建造物の修復保全や上

下水道の整備についても多くの費用が掛かることを認識した。 

同行したバス運転手（奥さんは日本人）も産廃処理場の存在について、トス

カーナのイメージを損ねるものとして懸念していたことが忘れられない。 

我々は歴史的な景観を守り、一方で事業に関わる人たちが持続可能なアグリ

ツーリズムを実践するためには、様々な妥協や住民理解を得なければ成立しな

いことも改めて考えさせられた。 

 次に世界で最も有名な肉屋「ダリオ・チェッキーニ」

は店主ダリオの個性が料理を一段と輝かせていた。 

 おすすめは T ボーンステーキ。次々に出される料理は

当然、地元の食材を使っている。キアーナ牛を友人に生

産依頼し、こだわりを大いにアピールする。肉屋であり

役者、その自信は狂牛病に揺れた欧州の中で、信念に？

基づいた安全宣言パフォーマンスによって開花したとい

う。 

本人の話を聞いても根拠は不明であった。しかし、そ

の疑問を吹き飛ばすかのような店主の個性と存在感は、

イタリア映画の一場面のような小さな村の雰囲気と重な

って、多くの観光客を世界中から集めていた。 

あらためてこの村を訪れてみたいと感じさせることこ

そ、この地のアグリツーリズムを成功させる一因と確信した。 

 ○グレーヴェ・イン・キャンティ庁舎表敬 

 パウロ市長と意見交換を行った。同市の街づくりに関しての最大テーマは新

たな建設投資についてであった。市長選挙での争点として取り上げられ、同市

長は、これらの建設投資に否定的な公約を訴えて当選したと言う。 

街並みや景観を守ること、過去の過疎化を経験して今は人口も安定している

ことから現状を維持したいと述べていることは興味深かった。特に欧州に流入

する移民についても、少数の受け入れについて肯定的な意見であり、人口減少

の抑制につながっているという。 

○終わりに 

調査全般を通じてタイトな日程であったが、食と観光というテーマを掲げて

いることで、イタリア一国の二都市および周辺地域という限られた訪問ではあ

ったが、直に見聞することで学ぶことも多く有意義な視察調査であった。 

特に、人口減少に苦しむ道内の各自治体において、地域の魅力をどのように

表現、具現化するかアイディアが問われている。あらためて豊かな自然と地域

の歴史遺産をもう一度見直し、プロデュースするためのストーリー創出や人材

育成など課題を整理し、道の施策において十分に議論を深め、成果が見えるよ

う努力を続けたい。 
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ＥＵ諸国への輸出・経済交流拡大の可能性調査と 

集落対策を学ぶ 

 

 

調査団員 沖 田 清 志 

 

 現在北海道では 2018 年度を目標に、道産食品輸出額を

1000 億円に拡大するため、重点的な取組みを進めること

としています 

 こうした中、本年 5 月から 10 月に開催された「ミラノ国際博覧会」において

国が出店している「日本館」で、北海道の良質で安全・安心な‘食’をはじめ、

アイヌ文化や自然など様々な魅力を世界に発信し、北海道ブランドの認知向上

等を図るため「北海道の日」を実施しました。 

 また、人口減少に伴う集落対策が急務となっているが、イタリア農村部にお

ける資源を活用したアグリツーリズモやスローフードの取り組みは、今後道の

施策推進に大いに役立つものと考えられます。 

 今回の訪問は、イタリア・ＥＵにおける北海道の‘食や農’の評価や可能性、

こうしたイタリアにおける食市場の実態や過疎化対策の取り組みなどについて

調査をしてきました。 

 調査内容の詳細については本報告に委ねることとして、私の所感は以下のと

おりです。 

■ 空前の日本食ブームはイタリア国内でも同様で、ミラノ市内でも日本食レ

ストランが増えています。一方、市場やスーパーには、日本の調味料などは

多少目に付いたものの、肉や魚といった食材は皆無といっていいくらい置か

れてはいません。 

  これはまだ、‘日本の食材は高価なもの’として扱われ、気軽に手に入れら

れない状況では一般市民が家庭で調理するようなことがないと思われます。 

  また、食事の中心である小麦や肉、バターなどの自給率は高く、仮に自国

で不足した場合は、ＥＵ各国で融通しあうシステムが確立されているとのこ

とでした。 

  「ミラノ国際博覧会」では、日本館への入館には最長９時間待ちの日もあ

るほどの大人気でした。その中でおこなわれた「北海道の日」にも多くの方々

が来場されたようですが、北海道という土地をどれだけ認識していただいて

いたかは正直疑問です。 

  現地の方々と話して一番感じたことは、日本という国を一つのくくりとし

て見ていて、北海道もしくは道産食品の認知度がまったくありませんでした。 

  日本からの食材などを輸入する貿易会社は、実際に日本の特定地域の物を

指定するわけではなく、日本の輸出商社を通じて判断します。 
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ですから、日本の商社が扱わなければ、現地ではその存在もわからないのは

当然です。 

今後の道産食品輸出拡大には、現地での北海道という土地と食の認知度を高

めると同時に、日本商社への取り扱いを高めてもらうことも必要と考えます。 

■ 過疎化する農村等の集落対策では、民家を活用した宿泊施設や地元食材を

生かした食事の提供などをおこなう‘アグリツーリズモ’や‘アルベルゴ・

ディフーゾ’、質の高い小生産食品と生産者を守り、子どもを含めた消費者全

体に、味の教育を進めていくことを目的に始まった‘スローフード’の取り

組みは、まさにこれからの北海道としても欠かせない重要なテーマでしたの

で、特に期待を込めての訪問でした。 

  高度成長期を迎えた頃には、農村から都市への人口が流出し過疎化が進ん

だ中で、当初は公共事業で地域経済を守ろうとしたことは日本と同じですが、

静かな環境と美しい自然を生かした地域づくりに転換したことや、世界のど

こへ行っても、同じ味のファストフード店や同じサービスの受けられるホテ

ルではなく、ここにしかない食べ物、地域固有の文化を大切にすることが、

近年増加している団体旅行より、個人旅行を好む観光客に受け入れられまし

た。 

  何よりも自分たちの住む故郷に誇りを持ち、自らが何とかしなければなら

ないという強い情熱を感じます。何もないと思わず、今一度自分の足下（地

域資源）をしっかり見つめ直すことがまずは必要と強く感じさせられました。 

■ おわりに 

 海外調査については、とかく賛否が問われるところですが、今回の調査では

実際に見聞きしたことによる新たな発見もあり、改めて国内外を問わず、直接

の実施調査の重要性・必要性を認識させられました。 

  限られた字数の中ですべてを言い尽くせない部分はありますが、本報告が

これからの議会議論の参考になり、本道発展に寄与できれば幸いです。 

  この度の調査に際し、ご尽力いただいた関係各位に感謝を申し上げ、視察

報告といたします。 
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イタリアから学んだこと 

 

 

調査団員 塚 本 敏 一 

 

日本で報道されているイタリアは、これまで経済危機イ

タリアという報道がされていたそういう先入観で訪問し

たが、実際には違っていた。 

そこに住むイタリア人の多くは、明るく前を向いて、国を愛し、人を愛し、街

を愛し、今できることにきちんと対応し、子々孫々まで引き継いでいこうとす

る気概があふれかえっていた。 

いま、世界がグローバル化する中で、人口減少問題や環境汚染問題、経済危

機など地球規模で考えなければならない事案に接し、自分たちがやらなければ

ならないことを一つ一つ前へ進めていくことを学んだ。 

日本も北海道も、そうした環境は同じである。増田レポートによると、北海

道は何もしなければ 2040 年には人口が 420 万人まで減少し 80%の市町村が消

滅するといわれている中で、限界集落だから先がないのではなく、置かれてい

る環境を受け止め、今できることをしっかり考えながら取り組んでいかなけれ

ばならない。 

北海道には、たくさん良いものがある。それをさらに磨きをかけ、世に出し

ていく、マイナス思考からプラス思考へ方向転換する。そして、人に頼るので

はなく自らができることを背伸びしない、そうしたことを主眼に取り組んでい

くことが必要だ。 

特に、残念だったことは、「イタリア人は北海道を知らない。」ということだ。

北海道の食にしても、北海道の特産物にしても、北海道がどこにあるのか、ど

んな環境にあるのかなどなど全く知られていないことである。もっと強く北海

道の魅力を発信すべきであるし、そう感じたのは私一人ではないはずである。  

確かに、これまでヨーロッパに目を向け、北海道を売り込むことをしていな

いという事実がある。今回の EXPO「北海道の日」を通じて、北海道を大いに

PR するチャンスをいただいた。そして「北海道の食」についても。 

いま、TPP 問題で北海道の農業が揺れ動いているときだからこそピンチをチ

ャンスにとらえ、次の一手を早急に打つべきである。 

イタリアという世界的にもすばらしい歴史のある国、そこに住む人々から多

くのこと学び、北海道人として私たちの住む地域でも実践できるという自信を

持って前へすすんで行くことを学ばせていただいた。今後の活動の参考として

しっかり対応していきたいと考えている。トスカーナ州にできて北海道にでき

ないわけはないと考えるし、イタリア人にできて日本人にできないことはない
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と思うし、イタリア人にできて北海道人にできないことはない。 

私たちは繊細な心を持つ北海道人である以上、北海道でも必ずできるという

信念を持って前へすすんで行くことを約束する。 

最後に、今回の我々調査団のため忙しい中対応していただいた皆さまに心か

ら感謝申し上げペンを置く。 
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日本館「北海道の日」催し物一覧表 
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